
白
居
易
「
自
誨
」
詩
制
作
の
時
空

四
七

は
じ
め
に

　
元
和
十
年
（
八
一
五
）、
白
居
易
が
四
十
四
歲
の
折
に
詠
じ
た
「
自
ら
誨お
し

ふ
」
詩

1432―

以
下
、
㊜
宜
「
自
誨
」
詩
、「
詩
」
と
略
稱
す
る―

は
、
江
州
左
遷

と
い
う
、
人
生
の
重
大
な
轉
機
に
制
作
さ
れ
た
㊟
目
す
べ
き
作
品
で
あ
る（

１
）。
從
來
、

こ
れ
を
本
格
的
に
論
じ
た
考
察
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
筆
者
は
近
時
發
表
し

た
論
文
に
お
い
て
こ
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

①
「「
琵
琶
行
」
の
存
在
論―

〈
漂
泊
の
慨
嘆
〉
か
ら
〈
故
鄕
の
探
求
〉
へ―

」、

②
「
閑
㊜
へ
の
決
意―

下か

邽け
い

に
お
け
る
心
理
的
基
盤
の
形
成―
」、
③
「
白
樂
天

の
「
歸
去
來
兮
辭
」―

「
自
ら
誨
ふ
」
詩
と
廬
山

堂
へ
の
歸
鄕―
」
の
三
論
文

が
そ
れ
で
あ
る（

２
）。

　
本
稿
は
、
上
記
の
論
文
で
は
な
お
朙
確
に
し
難
か
っ
た
「
自
誨
」
詩
制
作
の
時

空
を
、
で
き
る
だ
け
確
定
し
よ
う
と
す
る
小
考
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
の

考
え
で
は
、「
詩
」
は
、
白
居
易
の
閑
㊜
詩
を
考
察
す
る
う
え
で
特
に
重
要
な
意

義
を
持
つ
作
品
な
の
で
あ
る
。
先
ず
は
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
從
來
の
閑
㊜
詩

硏
究
及
び
上
記
三
論
文
と
の
關
係
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
閑
㊜
詩
の
硏
究
は
、
下
定
雅
弘
氏
が
槪
說
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
八
十
年
代

半
ば
以

、
活
況
を
呈
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
白
居
易
像
も
大
き
く
轉
換
し
た
。
下

定
氏
の
言

を
借
り
れ
ば
、
平
岡
武
夫
・

房

樹
ら
の
「
第
一
世
代
」
が
、
思

想
や
理
念
を
重
視
し
た
の
に
對
し
、「
第
二
世
代
」（
戰
後
世
代
）
に
と
っ
て
の
白

居
易
は
「
そ
の
よ
う
な
思
想
に
生
き
る
人
で
は
な
く
、
自
己
を
愛
し
、
自
己
の
欲

求
を
大
切
に
し
た
、
自
分
た
ち
の
生
き
方
に
重
な
る
生
き
方
を
し
た
文
人
」
で
あ

る（
３
）。
戰
後
世
代
の
價
値

が
閑
㊜
詩
硏
究
活
況
の
背
景
に
あ
る
と
す
る
指

は
、

本
質
的
で
肯
綮
に
中
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
上
記
三
論
文
に
お
け
る
筆
者
の
硏
究
は
、

白
居
易
の
「
思
想
に
生
き
る
」
側
面
を
再
び
重
視
す
る
傾
向
を
帶
び
つ
つ
も
、
基

本
的
に
は
、
戰
後
の
硏
究
動
向
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

以
下
の
諸
點
に
お
い
て
は
、
新
た
な
知
見
を
加
え
得
た
と
考
え
て
み
た
い
。

　
一
、「
琵
琶
行
」
は
、
江
州
左
遷
朞
に
お
け
る
漂
泊
の
慨
嘆
を
、

魄
の

女

と
共
㊒
す
る
代
表
作
で
あ
る
が
、
そ
の
漂
泊
の
慨
嘆
こ
そ
が
白
居
易
を
故
鄕
の
探

究
へ
と
促
し
廬
山
に

堂
を
築
か
せ
た
內
的
な
動
因
、
必
然
性
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
漂
泊
の
慨
嘆
と
精
神
的
故
鄕
の
探
究
、
言
い
換
え
れ
ば
、
感
傷
詩
の
「
琵
琶

行
」
と
廬
山

堂
を
詠
う
閑
㊜
詩
群
は
、
表
裏
一
體
の
作
品
な
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
見
方
は
筆
者
獨
自
の

點
で
あ
り
、「
自
誨
」
詩
に
は
、
そ
う
し
た
白
居
易

の
精
神
構
造
が
、
典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
（
上
記
論
文
①
を
參
照
）。

白
居
易
「
自
誨
」
詩
制
作
の
時
空

　
　―

元
和
十
年
、
江
州
左
遷
の
旅―

�
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美



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

四
八

ち
早
い
上
書
を
、
越

行
爲
と
し
て
非
難
さ
れ
、
ま
た
、
亡
き
母
へ
の
不
孝
と
い

う
濡
れ
衣
を
も
着
せ
ら
れ
て
、
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
。「
自
誨
」
詩
は
、
そ

う
し
た
人
生
の
重
大
な
轉
機
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
。
便
宜
上
、
六
段

に
分
け
て
提
示
す
る
。

　
①
樂
天
よ
樂
天
よ
、
來
た
れ
汝
に
言
は
ん
。
汝
宜
し
く
拳
拳
と
し
て
、
終
身
焉こ

れ

を
行
ふ
べ
し
（
樂
天
樂
天
、
來
與
汝
言
。
汝
宜
拳
拳
、
終
身
行
焉
）。

　
②
物
に

緣
㊒
り
て
、
人
を
錮つ
な

ぐ
こ
と
鏁く
さ
り

の
如
く
、
事
に

感
㊒
り
て
、
人

を
熱
す
る
こ
と
火
の
如
し
。

緣
迭た
が

ひ
に
來
た
り
て
、
汝
の
形

を
鏁つ
な

ぎ
、

汝
を
し
て
未
だ
老
い
ざ
る
に
、
形
枯
れ
て
柴
の
如
く
な
ら
し
め
、

感
遞た
が

ひ

に
至
り
て
、
汝
の
心
懷
を
火や

き
、
汝
を
し
て
未
だ
死
せ
ざ
る
に
、
心
化
し
て

灰
と
爲
ら
し
む
（
物
㊒

緣
、
錮
人
如
鏁
、
事
㊒

感
、
熱
人
如
火
。

緣
迭
來
、

鏁
汝
形

、使
汝
未
老
、形
枯
如
柴
、
感
遞
至
、火
汝
心
懷
、使
汝
未
死
、心
化
爲
灰
）。

　
③
樂
天
よ
樂
天
よ
、
大
い
に
哀
し
ま
ざ
る
可
け
ん
や
、
汝
胡
ぞ
徃
に

り
て
來

を
念
は
ざ
る
（
樂
天
樂
天
、
可
不
大
哀
。
汝
胡
不

徃
而
念
來
）。

　
④
人
生
百
歲
、
七
十
稀
な
り
。
設も

使し

も
汝
に
七
十
の
朞と
き

を
與
ふ
と
も
、
汝
は

今い
ま

年と
し

已
に
四
十
四
、
却
後
の
二
十
六
年
能
く
幾
時
ぞ
。
汝
は
何
ぞ
思
は
ざ

る
二
十
五
六
年
來
の
事
、
疾
速
倏し

ゆ
つ

忽こ
つ

た
る
こ
と
一い
ち

寐び

の
如
き
を
。
徃
日

來
日
皆
瞥べ

つ

然ぜ
ん

た
り
、
胡な
ん
す爲
れ
ぞ
自
ら
其
の
閒
に

し
む
（
人
生
百
歲
、
七
十

稀
。
設
使
與
汝
七
十
朞
、
汝
今
年
已
四
十
四
、
却
後
二
十
六
年
能
幾
時
。
汝
何
不
思

二
十
五
六
年
來
事
、
疾
速
倏
忽
如
一
寐
。
徃
日
來
日
皆
瞥
然
、
胡
爲
自

於
其
閒
）。

　
⑤
樂
天
よ
樂
天
よ
、
而じ

今こ
ん

而じ

後ご

、
汝
其
れ
飢
え
て
⻝
ひ
、
渴
し
て
飮
み
、
晝
に

し
て
興お

き
、
夜
に
し
て
寢い

ね
よ
。
浪み
だ

り
に
喜
ぶ
こ
と
無
く
、
妄み
だ

り
に
憂
ふ
る

こ
と
無
く
、病
め
ば
則
ち
臥
し
、死
す
れ
ば
則
ち
休
め
（
樂
天
樂
天
、而
今
而
後
、

汝
其
飢
而
⻝
、
渴
而
飮
、
晝
而
興
、
夜
而
寢
。
無
浪
喜
、
無
妄
憂
、
病
則
臥
、
死
則
休
）。

　
⑥
此こ

の

中う
ち

が
是
れ
汝
の
家0

な
り
、
此
中
が
是
れ
汝
が
鄕0

な
り
。
汝
何
ぞ
此こ
こ

を
捨
て

　
二
、
閑
㊜
詩
は
、
從
來
、
㊜
（
快
㊜
・
快
樂
）
を
希
求
す
る
作
品
と
し
て
解
釋

さ
れ
て
き
た
。
筆
者
は
、
㊜
の
「
か
な
う
」
意
を
重
視
し
て
、
白
居
易
は
「
自
己

の
本
性
や
情
性
と
、
身
體
や
身
邊
環

と
が
㊜0

う0

こ
と
」
を
希
求
し
た
詩
人
で
あ

っ
た
と
理
解
す
る
。
さ
ら
に
、
從
來
指

さ
れ
て
き
た
、
㊜
（
身
心
の
安
㊜
）
を

求
め
る
本
性
と
は
別
に
、
白
居
易
に
は
直
を
貫
く
本
性
が
あ
り
、
白
氏
の
閑
㊜
世

界
は
、
そ
れ
を
斷
固
保
守
せ
ん
と
す
る
決
意
性
（
直
の
本
性
）
な
く
し
て
は
實
現

さ
れ
得
な
か
っ
た
世
界
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
閑
㊜
へ
の
決
意
を
强
く
朙
示
し
た

代
表
作
が
「
自
誨
」
詩
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
論
文
②
）。

　
三
、
白
居
易
の
「
己
れ
固
㊒
の
本
性
を
保
守
し
貫
く
決
意
」
は
、
本
質
的
に
陶

淵
朙
と
共
通
す
る
特
質
で
あ
り
、「
詩
」
は
、
陶
淵
朙
が
園
田
へ
の
歸
鄕
を
宣
言

し
た
「
歸
去
來
兮
辭
」
か
ら
、
本
質
的
な
影
响
を
受
け
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
白
居

易
の
廬
山

堂
へ
の
歸
鄕
は
、
陶
淵
朙
の
、
園
田
の
居
へ
の
歸
鄕
の
本ミ
ー
メ
ー
シ
ス

質
的
再
現

で
あ
り
、
後
年
の
洛
陽
閑
居
は
、
そ
の
結
實
で
あ
っ
た
（
論
文
③
）。

　
要
す
る
に
、
白
居
易
の
「
自
誨
」
詩
は
、
江
州
左
遷
朞
に
顯
在
化
し
た
、
閑
㊜

詩
の
定
立
や
、「
琵
琶
行
」
の
詠
出
、
陶
淵
朙
の
歸
鄕
の
再
現
と
し
て
の
廬
山

堂
、
と
い
っ
た
白
詩
の
特
質
、
そ
の
根
源
を
指
し
示
す
作
品
と
し
て
、
特
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
江
州
左
遷
は
、
白
居
易
の
詩
風
や
人
生
の
一
大

轉
機
で
あ
っ
た
。
そ
の
左
遷
と
、「
自
誨
」
詩
の
制
作
と
は
、
ど
の
よ
う
な
關
係

に
あ
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は
、「
詩
」
制
作
の
時
空
を
特
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
關
係
性
の
諸
相
を
、
具
體
的
か
つ
本
質
的
に
解
朙
し
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、「
自
誨
」
詩
の
內
容
と
通
說
　

　
元
和
九
年
（
八
一
四
）
冬
、
服
喪
先
の
下
邽
か
ら
太
子
左
贊
善
大
夫
と
し
て
長

安
に
復
歸
し
た
白
居
易
は
、
翌
十
年
に
發
生
し
た
宰
相
武
元
衡
暗
殺
事
件
へ
の
い



白
居
易
「
自
誨
」
詩
制
作
の
時
空

四
九

體
の
心
理
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
⑤
⑥
段
で
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
「
汝
」
の
本
質
（
呼
び
か
け

の
主
體
）
が
、
白
居
易
の
本
性
（
情
性
・
良
心
）
と

斷
で
き
る
こ
と
は
、
論
文
②

で
詳
論
し
た
。

ち
「
身
心
の
安
靜
（
㊜
・
家
鄕
）
の
中
に
住
ま
う
自
己
の
本
性

（
情
性
・
良
心
）
を
、
保
守
す
る
決
意
性
（
直
を
貫
く
本
性
）」
と
い
う
構
造
こ
そ
が
、

閑
㊜
詩
の
本
質
な
の
で
あ
る
。
第
⑥
段
に
は
そ
れ
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
第
⑥
段
末
尾
の
表
現
「
樂
天
よ
樂
天
よ
、
歸
り
な
ん
い
ざ

0

0

0

0

0

0

」
は
、
こ

の
「
詩
」
が
「
歸
去
來
兮
辭
」
を
强
く
意

し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
朙
示
し
て

い
る
。
實
際
に
は
、
論
文
③
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、「
詩
」
の
全0

體0

が
「
歸
去
來

兮
辭
」
の
表
現
や
思
想
か
ら
、
廣

か
つ
本
質
的
な
影
响
を
受
け
て
お
り
、
そ
の

意
味
で
、「
自
誨
」
詩
は
「
白
樂
天
の
歸
去
來
兮
辭
」
な
の
で
あ
る
。
ま
た
三
論

文
で
は
觸
れ
得
な
か
っ
た
が
、「
詩
」
は
、
淵
朙
の
「
辭
」
と
同
じ
く
、
長
短
句

の
混
在
し
た
、
自
由
で
私
的
な
形
式
（
謠
）
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
お
そ
ら
く
、
白
居
易
が
「
詩
」
に
盛
り
込
ま
ん
と
し
た
心
情
に
は
、
淵
朙
の

「
辭
」
の
場
合
と
同

、
溢
れ
ん
ば
か
り
の
も
の
が
あ
り
、
定
型
の
器
で
は
そ
れ

を
掬
い
取
る
に
十
分
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
長
篇
自
由
詩
と
い
う
形
式

自
體
に
作
品
の
本
質
が
現
れ
て
い
る
、
と
見
て
お
き
た
い（

４
）。

　
で
は
、
本
稿
の
課
題
で
も
あ
る
「
詩
」
の
制
作
時
朞
に
つ
い
て
、
通
說
を
確
認

し
て
お
こ
う
。
從
來
は
大
旨
「
元
和
十
年
（
八
一
五
）、
四
十
四
歲
、
長
安

0

0

で
の

作
」
と
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
朱
金
城
『
白
居
易
集
箋
校
』
は
「
作
於
元
和
十

年
（
八
一
五
），
四
十
四
歲
，
長
安
」
と
い
い
、
謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
㊟
』
も

こ
れ
を
踏

す
る
。
日
本
で
は

房

樹
『
白
氏
文
集
の
批

的
硏
究
』
が
、
元

和
十
年
、
長
安
で
の
作
と
す
る
ほ
か
、
岡
村
繁
『
白
氏
文
集
　五
』
も
「
謠
辭
か

ら
推
せ
ば
、
朱
金
城
の
箋
校
に
言
う
ご
と
く
、
元
和
十
年
（
八
一
五
）、
白
居
易
四

十
四
歲
、
長
安
在
官
中
の
作
」
と
す
る
。
主
要
な
年
譜
で
は
、
ひ
と
り
臺
灣
の
羅

て
遠
く
去
り
、
自
ら
其
の
遑こ

う

遑こ
う

た
る
を
取
ら
ん
。
遑
遑
と
し
て
安い
ず

く
に
か
徃

か
ん
と
欲
す
る
、
樂
天
よ
樂
天
よ
歸
り
な
ん
い
ざ

0

0

0

0

0

0

（
此
中
是
汝
家0

、
此
中
是
汝

鄕0

、
汝
何
捨
此
而
遠
去
、
自
取
其
遑
遑
。
遑
遑
兮
欲
安
徃
哉
、
樂
天
樂
天
歸
去
來

0

0

0

）。

　
內
容
を
、
上
記
三
論
文
と
の
關
係
に
ふ
れ
つ
つ
、

に
確
認
す
る
。
出
典
や

「
歸
去
來
兮
辭
」
と
の
關
連
な
ど
、
讀
解
の
詳
細
は
論
文
③
を
參
照
さ
れ
た
い
。

　
第
①
段
で
は
「
樂
天
よ
、
來
た
れ
汝
に
言
は
ん
」
と
、
こ
の
詩
が
、
自
ら
に
呼

び
か
け
、
生
涯
の
指
針
を
敎
え
諭
す
作
品
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
第
②
段
で

は
、
外
來
の
「
事
」「
物
」
が
「
汝
（
＝
自
身
）」
を
拘
束
し
て

し
め
、
そ
の
結

果
、
身
心
の
活
力
が
摩
耗
枯
渴
し
て
し
ま
っ
た
と
、
官
途
に
お
け
る

烈
な
精
神

的
ス
ト
レ
ス
を
表
現
す
る
。
主
に
武
元
衡
暗
殺
事
件
（
後
述
）
か
ら
江
州
左
遷
に

至
る
閒
に
體
驗
し
た
、
激
し
い
他
者
と
の
軋
轢
や

、
深
い
心
理
的
な
煩
悶
や

絕

を
象

的
に
詠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
う
け
て
、
第
③
段
で
は
、
從

來
の
生
き
方
へ
の
懷
疑
と
自
戒
が
示
さ
れ
、
第
④
段
で
は
、
自
己
時
閒
の
㊒
限
性

が
深
く
自
覺
さ
れ
る
。
㊒
限
性
（
死
）
へ
の
自
覺
の
深
さ

0

0

0

0

0

は
、
白
居
易
と
陶
淵
朙

が
共
㊒
す
る
特
質
で
あ
る
（
論
文
②
、
③
を
參
照
）。

　
第
⑤
⑥
段
で
は
、
以
上
の
認

が
統
合
さ
れ
て
、「
此
の
（
身
心
の
安
靜
＝
㊜
）

の
中
」
こ
そ
が
、
自
己
の
歸
る
べ
き
家
鄕
で
あ
り
、
今
か
ら
そ
こ
へ
歸
る
の
だ
と

い
う
、
閑
㊜
へ
の
決
意
が
表
朙
さ
れ
る
。「
汝
何
ぞ
此こ

こ

を
捨
て
て
遠
く
去
り
、
自

ら
其
の
遑こ

う

遑こ
う

た
る
を
取
ら
ん
。
遑
遑
と
し
て
安い
ず

く
に
か
徃
か
ん
と
欲
す
る
」
は
、

「
歸
去
來
兮
辭
」
の
「
曷な

ん

ぞ
心
に
委
ね
て
去
留
を
任
せ
ざ
る
、
胡な
ん

爲す
れ

ぞ
遑
遑
と
し

て
何
く
に
か
之
か
ん
と
欲
す
る
」
を
ふ
ま
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
官0

途0

に
お
け
る
漂

0

0

0

0

0

泊0

を
慨
嘆
し
た
表
現
で
あ
る
。「
琵
琶
行
」
の
主
題
と
も
重
な
る
認

で
あ
る
が
、

こ
の
漂
泊
の
慨
嘆
こ
そ
は
、
精
神
的
故
鄕
、

ち
身
心
安
㊜
の
探
究
へ
と
白
居
易

を
促
し
、
や
が
て
廬
山
に

堂
を
築
か
せ
た
、
內
的
な
動
因
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
は
、「
琵
琶
行
」
と
廬
山

堂
へ
の
歸
鄕
を
詠
う
閑
㊜
詩
と
が
、
表
裏
一



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

五
〇

絕
命
、
裴
度
も
ま
た
深
い
痛
手
を
負
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
事
件
が
起
こ
る
直
歬
の
五
⺼
か
ら
、
白
居
易
が
左
遷
さ
れ
る
八
⺼
ま
で
の
情
況

を
、
年
表
形
式
で
確
認
し
て
お
く
。

　
元
和
十
年
（
八
一
五
）、
白
居
易
四
十
四
歲

　
・
五
⺼
、
憲
宗
は
、
吳
元
濟
討
伐
の
た
め
、
御
史
中
丞
の
裴
度
に
命
じ
て
諸
軍

を
視
察
せ
し
む
。
考
功
郞
中
・
知
制
誥
の
韓
愈
が
「
淮
西
の
事
宜
を
論
ず
る

狀
」
を
上
奏
、
憲
宗
に
斷
固
た
る
處
置
を
求
め
る
。

　
・
六
⺼
癸
卯
（
三
日
）
未
朙
、
武
元
衡
が
刺
殺
さ
れ
、
裴
度
も
負
傷
。
白
居
易

は

日
上
書
し
て
、
犯
人
檢
擧
を
求
め
る（
７
）。

　
・
六
⺼
乙
丑
（
二
五
日
）、
憲
宗
、
裴
度
を
宰
相
に
任
ず
る
。

　
・
六
⺼
戊
辰
（
二
八
日
）、
王
承
宗
配
下
の
張
晏
ら
五
人
及
び
そ
の
黨
派
十
四
人

を
、
犯
人
と
し
て
處
刑
。

　
・
八
⺼
、
白
居
易
、
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
る
。

　
こ
の
閒
の
經
緯
を
、『
新
唐
書
』
卷
一
一
九
「
白
居
易
傳
」
は
こ
う
記
す
。

①
是
の
時
、
盜
武
元
衡
を
殺
す
。
京
都
震し

ん

擾じ
ょ
うす
。
②
居
易
首は
じ

め
に
上
疏
し
て

亟す
み
や

か
に
賊
を
捕
へ
朝
廷
の
耻は
じ

を
刷ぬ
ぐ

は
ん
こ
と
を
請
ひ
、
必
ず
得
る
を
以
っ

て
朞
と
爲
す
。
③
宰
相
其
の
位
を
出
づ
る
こ
と
を
嫌に

く

み
、
悅よ
ろ
こ

ば
ず
。
④
俄に
わ
か

に
「
居
易
の
母
井
に
墮
ち
て
死
す
、
而
る
に
居
易
新
井
篇
を
賦
す
。
言
浮

に
し
て
實
行
無
し
、
用
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
言
ふ
者
㊒
り
。
⑤
出
で
て
州
刺
史

と
爲
る
。
⑥
中
書
舍
人
王
涯
上
言
す
。「
郡
を
治
む
る
に
宜
し
か
ら
ず
」
と
。

⑦
追
っ
て
江
州
司
馬
に
貶お

と

さ
る
。

①
是
時
盜
殺
武
元
衡
、
京
都
震
擾
。
②
居
易
首
上
疏
、
請
亟
捕
賊
刷
朝
廷
耻
。

以
必
得
爲
朞
。
③
宰
相
嫌
其
出
位
、
不
悅
。
④
俄
㊒
言
居
易
母
墮
井
死
、
而

居
易
賦
新
井
篇
。
言
浮

無
實
行
、
不
可
用
。
⑤
出
爲
州
刺
史
。
⑥
中
書
舍

人
王
涯
上
言
。
不
宜
治
郡
。
⑦
追
貶
江
州
司
馬
。

聯
𣷹
『
白
樂
天
年
譜
』（
國
立
編
譯
館
、
一
九
八
九
年
）
の
み
が
、「
此
篇

徃
念
來
、

情
緖
消
極
、
大
槪
是
本
年
樂
天
被
貶
官
以
後
作

0

0

0

0

0

0

」（「
こ
の
作
は
徃
時
や
將
來
を
思
い
、

氣
持
ち
も
消
極
的
な
の
で
、
お
そ
ら
く
左
遷
後
の
作
で
あ
ろ
う
」

點
は
諸
田
）
と
朙
記

し
て
、
通
說
と
は

な
っ
た
見
解
を
示
す
。
羅
氏
の
い
う
「
情
緖
消
極
」
が
作
品

解
釋
と
し
て
妥
當
か
否
か
と
い
う
問
題
は
さ
て
お
く
に
し
て
も
、
通
說
を
相
對
化

す
る
見
解
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
長
安
で
の
作
と
す
る
通
說
と
、
貶
官
以
後
の
作

と
す
る
羅
說
と
、
何
れ
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
宰
相
諳
殺
事
件
と
白
居
易
へ
の
處
遇

　「
自
誨
」
詩
は
そ
の
內
容
の
深

さ
か
ら
、
元
和
十
年
六
⺼
に
發
生
し
た
宰
相

武
元
衡
暗
殺
事
件
よ
り
も
後
に

0

0

0

0

0

書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
確
實
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
先
ず
事
件
發
生
當
時
の
狀
況
を
槪

し
、
次
に
事
件
後
白
居
易
が
左
遷
さ

れ
る
ま
で
の
經
緯
を
、
韓
愈
の
事
例
と
も
比
較
し
な
が
ら
確
認
し
て
お
き
た
い（

５
）。

　
元
和
十
年
の
當
時
、
三
つ
の

鎭
（
淮
西
節
度
使
の
吳
元
濟
、
成
德
軍
節
度
使
の
王

承
宗
、
平
盧
軍
節
度
使
の
李
師
衟
）
が
、
あ
た
か
も
獨
立
王
國
の
ご
と
く
中
央
政
府

と
對
立
し
、
朝
命
を
拒
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
情
況
を
打
開
す
べ
く
、
元
和
十
年

正
⺼
、
憲
宗
は
本
格
的
な
軍
事
行
動
に
打
っ
て
出
る
。
そ
の
矛
先
は
ま
ず
吳
元
濟

に
向
け
ら
れ
た
が
、
一
方
で
、
朝
廷
內

に
は
、
そ
う
し
た

鎭
を
刺
激
す
る
行

動
に
愼
重
な
い
し
は
反
對
す
る
勢
力
も
多
か
っ
た（

６
）。
憲
宗
は
そ
れ
ら
愼
重
・
反
對

派
の
主
張
を
退
け
、
斷
固
討
伐
軍
を
派
遣
し
た
が
、
そ
う
し
た
憲
宗
の
積
極
策
を
、

側
近
と
し
て
强
力
に
推
進
し
た
の
が
、
宰
相
の
武
元
衡
と
御
史
中
丞
の
裴
度
で
あ

り
、
韓
愈
と
白
居
易
も
積
極
策
を

持
し
た
。
討
伐
の
對
象
と
さ
れ
た
吳
元
濟
は
、

利
害
を
同
じ
く
す
る
王
承
宗
や
李
師
衟
に
救
援
を
求
め
、
王
李
は
、
表
立
っ
て
吳

元
濟
へ
の
恩
赦
を
請
う
一
方
、
裏
で
は
刺
客
を
養
い
、
テ
ロ
行
爲
を
畫
策
し
た
。

そ
の
結
果
、
六
⺼
三
日
未
朙
、
武
元
衡
と
裴
度
が
刺
客
に

擊
さ
れ
、
武
元
衡
は



白
居
易
「
自
誨
」
詩
制
作
の
時
空

五
一

何
れ
も
捏
造
、
言
い
が
か
り
と
い
っ
て
よ
い
內
容
で
あ
る
が
、
韓
愈
の
記
事
に
あ

る
よ
う
に
、
朝
廷
で
は
誹

中
傷
の
聲
が
一
氣
に
高
ま
り
、
貶
官
の
決
定
が
下
さ

れ
た
。
事
情
は
白
居
易
の
場
合
も
同

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、

鎭

の
討
伐
は
、
憲
宗
の
强
い
意
向
、
決
斷
で
も
あ
っ
た
だ
け
に
、
反
對
派
も
單
に
そ

れ
を

持
す
る
上
疏
を
し
た
と
い
う
事
だ
け
で
は
韓
白
を
處
罰
で
き
ず
、「
倫
理

問
題
」
が
捏
造
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
言
い
出
し
た
者
と

持
し
た
者
と
は
、

互
い
に
結
託
連
携
し
て
陰
謀
を
企
て
た
の
で
あ
り
、
韓
白
が
そ
の
罠
に

ち
た
こ

と
は
朙
白
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
一
連
の
經
緯
に
つ
い
て
、
白
居
易
は
「
與
師
皐
（
楊
虞
卿
）
書
」

1483

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

其
の
與く

み

せ
ざ
る
者
は
、
或
い
は
誣ぶ

し
て
僞ぎ

言げ
ん

を
爲
し
、
或
い
は
構
ふ
る
に
非

語
を
以
て
す
。
…
…
我
に
同
ぜ
ざ
る
者
は
、
得
て
以
て
計
を
爲
す
。
媒ば

い
げ
つ

の

辭
（
讒
言
）
一
た
び
發
す
れ
ば
、

安
ん
ぞ
君
臣
の
閒
に
、
自
ら
其
の
心
を

朙
白
に
す
べ
け
ん
や
（
其
不
與
者
、或
誣
爲
僞
言
、或
構
以
非
語
。
…
…
不
同
我
者
、

得
以
爲
計
。
媒

之
辭
一
發
、

安
可
君
臣
之
閒
自
朙
白
其
心
乎
）。

　
こ
の
よ
う
な
反
對
派
の
陰
謀
（
謀
語
・
誣
告
・
僞
言
・
非
語
）
に
よ
っ
て
、
韓
白

兩
名
は
「
人
倫
上
問
題
あ
り
」
と
見
な
さ
れ

格
さ
れ
た（
８
）。
但
し
、
白
居
易
へ
の

處
分
は
韓
愈
に
比
し
て
一
段
と
嚴
し
く
、
刺
史
で
は
手
ぬ
る
い
と
さ
れ
て
、
司
馬

へ

と
さ
れ
た
う
え
で
左
遷
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

三
、
通
說
が
否
定
さ
れ
る
理
由
　

　
こ
う
し
た
事
情
を
勘
案
す
る
と
、「
自
誨
」
詩
は
元
和
十
年
に
長
安
で
制
作
さ

れ
た
と
す
る
通
說
は
成
り
立
ち
難
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
。

　
一
、「
詩
」
に
は
、
特
に
先
揭
第
②
段
の
箇
所
で
、
長
安
の
官
場
に
お
け
る
身

心
の
强
い
ス
ト
レ
ス
や
自
己
疎
外
の
表
現
が
み
ら
れ
、そ
れ
を

0

0

0

歬0

提
と
し
て

0

0

0

0

、

　
白
居
易
に
對
す
る
こ
う
し
た
一
連
の
處
遇
は
、
同
時
朞
に
吳
元
濟
へ
の
斷
固

た
る
處
置
を
求
め
て
上
書
し
た
、
韓
愈
に
對
す
る
處
遇
と
類
似
す
る
點
が
多
い
。

『
新
唐
書
』
卷
一
七
六
「
韓
愈
傳
」
に
言
う
。

①
初
め
憲
宗
將
に

（
吳
元
濟
）
を
平
ら
げ
ん
と
し
、
御
史
中
丞
の
裴
度
に

命
じ
、
諸
軍
に
使
ひ
し
て
按
視
せ
し
む
。
還
る
に
及
び
、
具つ

ぶ
さ

に
賊
の
滅
す

べ
き
を
言
ふ
。
宰
相
と
議
し
て
合
は
ず
。
②
（
韓
）
愈
も
亦
た
奏
し
て
「
淮

西
連
年
侵
掠
す
る
も
、
得
る
と
こ
ろ
は
費つ

い
え

を
償あ
が
な

は
ず
、
其
の
敗
は
立
ち
て

待
つ
べ
し
、
然
れ
ど
も
未
だ
知
る
べ
か
ら
ざ
る
は
、
陛
下
の
斷
と
不
斷
と
に

在
る
耳
」
と
言
ふ
。
③
執
政
喜
ば
ず
。
④
會た

ま
た

ま
人
あ
り
て
「（
韓
）
愈
、
江

陵
に
在
り
し
時
、
裴
均
の
厚
く
す
る
所
と
爲
り
、
均
の
子
の
鍔が

く

、
素も
と

よ
り
無

狀
（
無
軌
衟
）
な
る
に
、
愈
文

を
爲つ
く

り
、
字あ
ざ
な

も
て
鍔
を
命よ

ぶ
」
と
詆そ
し

る
。

⑤
ぼ
う

語ご

囂ご
う

暴ば
く

し
、
是
れ
に
由
り
て
太
子
右
庶
子
に
改
め
ら
る
。

①
初
憲
宗
將
平

、
命
御
史
中
丞
裴
度
、
使
諸
軍
按
視
。
及
還
、
具
言
賊
可

滅
。
與
宰
相
議
不
合
。
②
愈
亦
奏
言
淮
西
連
年
侵
掠
、
得
不
償
費
、
其
敗
可

立
而
待
、
然
未
可
知
者
、
在
陛
下
斷
與
不
斷
耳
。
③
執
政
不
喜
。
④
會
㊒
人

詆
愈
在
江
陵
時
爲
裴
均
所
厚
、
均
子
鍔
、
素
無
狀
、
愈
爲
文

字
命
鍔
。
⑤

語
囂
暴
、
由
是
改
太
子
右
庶
子
。

　
①
か
ら
⑤
ま
で
の
記
事
を
比
較
し
て
み
る
と
、
上
書
し
た
白
居
易
・
韓
愈
兩
名

に
對
す
る
朝
廷
の
反
應
が
、
實
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が

朙
す
る
。
ま
ず
、

鎭
に
起
因
す
る
重
大
事
案
が
發
生
し
（
①
）、
韓
白
は
斷
固
た
る
處
置
を
求
め
て

上
書
（
②
）。
し
か
し
爲
政
者
（
宰
相
・
執
政
）
は
そ
れ
を
喜
ば
ず
（
③
）、
い
つ
し

か
誹

中
傷
が
捏
造
さ
れ
て
（
④
）、
兩
者
は
貶
官
の
憂
き
目
に
遭
う
（
⑤
）
と
い

う
構
圖
で
あ
る
。
特
に
④
の
誹

中
傷
は
、
當
然
そ
の
背
後
に
反
對
派
の
策
謀
が

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
具
體
的
に
は
、
白
居
易
の
場
合
に
は
亡
き
母
へ
の
不
孝
が
、

韓
愈
の
場
合
に
は
不
心
得
者
へ
の
不
㊜
切
な
呼
稱
が
、
殊
更
に
問
題
視
さ
れ
た
。
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五
二

過

秦
嶺
」0863

に
も
「

0

0

と
し
て
家
を
辭
し
て
後
事
を
憂
ふ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
遲
遲

と
し
て
國
を
去
り
歬
途
を
問
ふ
（

辭
家
憂
後
事
、
遲
遲
去
國
問
歬
途
）」
と

あ
る
。
つ
ま
り
白
居
易
は
、
左
遷
下
命
の
翌
日
に
は

あ
た
ふ
た

と
し
て
長
安
を
離

れ
、
江
州
に
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
閒
に
「
詩
」
を
書
く
餘
裕

な
ど
無
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
五
、「
詩
」
の
最
後
「
遑こ

う

遑こ
う

と
し
て
安い
ず

く
に
か
徃
か
ん
と
欲
す
る
、
樂
天
よ
樂

天
よ
歸
り
な
ん
い
ざ

0

0

0

0

0

0

」
と
い
う
口
吻
は
、
本
來
住
ま
う
べ
き
故
鄕
（
身
心
安

靜
の
場
＝
江
州
で
實
現
さ
れ
る
べ
き

地
）
へ
と
、
こ
れ
か
ら

0

0

0

0

歸
り
ゆ
く
情
況

で
あ
る
こ
と
を
、
强
く
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る（

９
）。

　
以
上
に
列
擧
し
た
一
か
ら
五
ま
で
を
總
合
的
に

斷
し
た
場
合
、
白
居
易
が
長0

安
滯
在
中
に

0

0

0

0

0

「
自
誨
」
詩
を
書
い
た
と
す
る
通
說
は
、
ほ
と
ん
ど
成
立
し
難
い

よ
う
に
見
え
る
。「
詩
」（
の
初
稿
）
は
、
長
安
を
離
れ
た
後

0

0

0

0

0

0

0

、
江
州
に
向
か
う

0

0

0

0

0

0

途0

上
に
お
い
て

0

0

0

0

0

制
作
さ
れ
た
と

斷
す
る
の
が
㊜
切
で
あ
ろ
う
。
筆
者
と
し
て
は
、

「
長
安
で
の
作
」
と
す
る
通
說
に
贊
同
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

四
、
江
州
途
上
の
い
つ
頃
か

　
八
⺼
に
長
安
を
離
れ
た
白
居
易
は
、
十
⺼
の
初
旬
頃
に
江
州
に
到
着
し
た
。
で

は
そ
の
途
次
の
、
い
つ
頃
ど
の
邊
り
で
、「
詩
」
は
詠
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

房
の
分
類
で
は
、
江
州
へ
の
途
上
で
白
居
易
が
詠
じ
た
詩
は
、
總
計
五
一
首）
（（
（

。

そ
の
內
譯
は
、
閑
㊜
詩
一
首0274

、
感
傷
詩
一
〇
首0489

～0498

、
律
詩
四

〇
首
（
序
文0892

は
除
く
）0863

～0903

。
こ
れ
を
、
七
年
後
の
長
慶
二
年

（
八
二
二
）、
や
は
り
長
安
か
ら
杭
州
へ
と
向
か
う
途
中
（
江
州
ま
で
は
同
經
路
）
で

詠
ま
れ
た
詩
、
全
三
九
首
と
比
較
し
て
見
れ
ば
、
そ
の
違
い
は
歷
然
と
し
て
い
る
。

杭
州
途
上
の
三
九
首
は
、
そ
の
內
譯
が
、
閑
㊜
詩
二
〇
首0335

～0354

、
感

傷
詩
〇
首
、
律
詩
一
九
首1309

～1327

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

第
⑤
⑥
段
に
お
い
て
、
身
心
安
㊜
へ
の
選
擇
が
表
朙
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
う
し
た
自
己
の
家
鄕
（
身
心
の
安
靜
）
へ
と
歸
る
選
擇
が
、
き
わ
め
て
强

0

0

0

0

0

い
決

0

0

意0

の
も
と
に

0

0

0

0

宣
言
さ
れ
て
い
る
。
從
っ
て
「
詩
」
は
地
方
左

0

0

0

遷0

の
處

0

0

分0

を
知
っ
た
う
え
で

0

0

0

0

0

0

0

書
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
二
、
六
⺼
三
日
（
暗
殺
事
件
當
日
の
上
疏
）
か
ら
八
⺼
の
左
遷
決
定
ま
で
に
は
、

二
ヶ
⺼
以
上
の
時
閒
が
あ
り
、
そ
の
閒
に
亡
き
母
へ
の
不
孝
と
い
う
「
倫
理

問
題
」
が
捏
造
、
議
論
さ
れ
た
。
と
す
れ
ば
、
左
遷
の
處
分
と
行
き
先
が
決

定
さ
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
紆
餘
曲
折
の
擧
げ
句―

事
態
の
終
盤―

な

の
で
あ
っ
て
、
處
分
發
表
（
の
直
歬
）
ま
で
、
白
居
易
や

援
者
は
、
そ
の

具
體
的
な
內
容
を
知
り
得
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
先
揭
『
新

唐
書
』
白
居
易
傳
の
「
⑤
（
詔
）
出
で
て
州
刺
史
と
爲な

る
」「
⑥
中
書
舍
人

王
涯
上
言
す
、『
郡
を
治
む
る
に
宜
し
か
ら
ず
』
と
」「
⑦
追
っ
て
江
州
司
馬

に
貶お

と

さ
る
」
と
い
う
一
連
の
出
來
事
は
、
事
態
終
盤
の
短
時
日
（
二
、三
日
の

閒
）
に
起
こ
っ
た
出
來
事
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
三
、「
與
師
皐
書
」
に
「
僕
の
左

の
詔
の
下
る
に
及
び
、
朙0

日
に
し
て
東
す

0

0

0

0

0

0

。

足
下
（
師
皐
）
は
城
西
よ
り
來
た
り
て
、
昭
國
坊
に
抵い
た

る
も
、
已
に

0

0

及0

ば
ず

0

0

。

馬
を
走
ら
せ
て
滻
水
に
至
り
、
才わ

ず

か
に
一
た
び
手
を
執
る
に
及
ぶ
の
み
。
び
ん

然
と
し
て
訣わ
か

れ
、
言
は
他
に

0

0

0

0

及0

ば
ざ
り
き

0

0

0

0

（
及
僕
左

詔
下
、
朙
日
而
東
。
足

下
從
城
西
來
、
抵
昭
國
坊
、
已
不
及
矣
。
走
馬
至
滻
水
、
才
及
一
執
手
。

然
而
訣
、

言
不
及
他
）」
と
あ
る
。
近
親
者
（
姻
戚
の
楊
虞
卿
）
に
と
っ
て
も
、
江
州
左

遷
の
決
定
は
、
不
意
に
下
さ
れ
た

た
だ
し
い
命
令
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
白

居
易
が
事
歬
に
「
江
州
」「
司
馬
」
と
い
う
情
報
を

援
者
か
ら
得
て
い
た

可
能
性
は
低
い
。

　
四
、「
東
南
行
一
百

」0908

に
も
「

0

日0

雙
闕け
つ

（
宮
中
）
を
辭
し
、
朙0

朝0

九

衢く

（
長
安
）
に
別
か
る
（

日
辭
雙
闕
、
朙
朝
別
九
衢
）」
と
あ
り
、「
初
貶
官
、



白
居
易
「
自
誨
」
詩
制
作
の
時
空

五
三

初
、
襄
陽
で
詠
ま
れ
た
律
詩
「
襄
陽
舟
夜
」0827

に
は
「
馬
を
下お

る
襄
陽
の
郭
、

舟
に
移
る
漢
陰
の
驛
。
…
…
本も

と

よ
り
是
れ
愁
ひ
多
き
人
、
復
た
此
れ
風
波
の
夕

べ
（
下
馬
襄
陽
郭
、
移
舟
漢
陰
驛
…
…
本
是
多
愁
人
、
復
此
風
波
夕
）」
の
よ
う
に
、
未

だ
漂
泊
左
遷
の
憂
愁
が
强
く
响
く
。
感
傷
詩
の
「
舟
中
夜
雨
」0497

で
も
「
船

中
に
病
客
㊒
り
、
左

せ
ら
れ
て
江
州
に
向
か
ふ
（
船
中
㊒
病
客
、
左

向
江
州
）」

と
詠
う
。
川
合
康
三
氏
は
、
閑
㊜
詩
「
舟
行
」
と
感
傷
詩
「
舟
中
夜
雨
」
と
を
比

較
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る）

（（
（

。

對
照
的
な
二
首
の
詩
、
ど
ち
ら
が
彼
の
本
心
で
あ
っ
た
か
を
問
う
こ
と
は
意

味
が
な
い
。
詩
に
う
た
わ
れ
た
感
情
を
そ
の
ま
ま
作
者
自
身
の
胸
中
に
生
じ

た
思
い
で
あ
る
と
捉
え
る
の
は
短
絡
で
あ
る
。
作
者
は
表
現
の
型
に
沿
っ
て

う
た
う
の
で
あ
っ
て
（
中
略
）「
閑
㊜
」
に

め
ら
れ
た
こ
の
「
舟
行
」
詩

は
左
遷
と
い
う
同
じ
事
態
を
喜
ば
し
い
面
か
ら
捉
え
直
す
。
詩
の
感
情
表
現

に
「
閑
㊜
」
と
い
う
新
し
い
か
た
ち
を
、白
樂
天
は
付
け
加
え
た
の
で
あ
る
。

　
敎
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
指

で
あ
る
。
但
し
、
こ
こ
で
筆
者
が
問
題
に
し
て

い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
「
閑
㊜
」
詩
が
、
江
州
左
遷
の
途
上
で
は
一
首
し
か
詠

0

0

0

0

0

ま
れ
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

と
い
う
、
數
量
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
下
邽
退
居
朞
に

は
、
す
で
に
多
く
の
「
閑
㊜
」
詩
（
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
作
品
）
が
詠
ま
れ

て
お
り
、
ま
た
、
後
年
の
杭
州
左
遷
の
旅
程
で
は
、
二
〇
首
も
の
閑
㊜
詩
が
詠
ま

れ
た
。

類
（
表
現
の
型
）
の
差

と
い
う

點
の
み
で
は
、
數
量
の
差

を
說

朙
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
う
。
江
州
途
上
の
閑
㊜
詩
が
わ
ず
か
に
一
首
で

あ
る
理
由
は
、
左
遷
の
衝
擊
が
あ
ま
り
に
も
强
烈
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
舟
行
」
の
詩
に
あ
る
種
の
餘
裕
が
看
取
さ
れ
る
の
は
、
時
閒
の

經
過
に
よ
る
心
理
的
回
復
を
示
す
も
の
、
と
見
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
事
實
、

旅
程
後
半
（
襄
陽―

江
州
）
の
律
詩
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
逹

の

地
を
詠

う
作
品
が
複
數
現
れ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

江
州
途
上
詩
（
元
和
十
年
）
對
杭
州
途
上
詩
（
長
慶
二
年
）
の
比
率
は
、
閑
㊜
詩
で

は
一
對
二
〇
、
感
傷
詩
で
は
一
〇
對
〇
、
律
詩
で
は
四
〇
對
一
九
で
あ
り
、
江
州

途
上
詩
に
お
け
る
閑
㊜
詩
の
少
な
さ
、
感
傷
詩
の
多
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
同
じ
く
「
左
遷
」
の
處
分
を
下
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
受
け
と
め
る
白
居

易
の
心

に
、
大
き
な
差

が
あ
っ
た
こ
と
を
鮮
や
か
に
物
語
る
數
字
で
あ
ろ
う）
（（
（

。

　
江
州
途
上
詩
五
一
首
の
中
で
、「
自
誨
」
詩
制
作
の
時
空
を
確
定
す
る
と
い
う

本
稿
の
課
題
か
ら
、
先
ず
㊟
目
さ
れ
る
の
は
、
唯
一
の
閑
㊜
詩
「
舟
行
」0274

で
あ
ろ
う
。「
江
州
路
上
の
作
」
と
い
う
自
㊟
が
付
さ
れ
て
い
る
。

㠶
影
日
漸
高
　
　
㠶
影
　
日
漸
く
高
く

閑
眠

未
起
　
　
閑
眠
　

ほ
未
だ
起
き
ず

起
問
鼓
枻
人
　
　
起
き
て
枻か

い

を
鼓
す
る
人
に
問
へ
ば

已
行
三
十
里
　
　
已
に
行
く
こ
と
三
十
里

船
頭
㊒
行
竈
　
　
船
頭
に
行こ

う

竈そ
う

㊒
り

炊
稻
烹
紅
鯉
　
　
稻
を
炊か

し

い
で
紅
鯉
を
烹に

る

飽
⻝
起
婆
娑
　
　
飽
⻝
し
起
つ
て
婆ば

娑さ

（
歩
き
回
る
）
た
り

盥
漱
秋
江
水
　
　
盥か

ん

漱そ
う

す
　
秋
江
の
水

平
生
滄
洲
意
　
　
平
生
　
滄そ

う

洲し
ゅ
う

（
江
湖
隠
逸
）
の
意

一
旦
來
遊
此
　
　
一
旦
　
來
た
り
て
此
に
遊
ぶ

何
况
不
失
家
　
　
何
ぞ
況
ん
や
家
を
失
は
ず

舟
中
載
妻
子
　
　
舟
中
に
妻
子
を
載
す
る
を
や

　「
舟
行
」
と
い
う
詩
題
に
朙
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
詩
は
、
馬
か
ら
舟
で
の
移

動
に
切
り
替
わ
っ
た
後
、
襄
陽―

江
州
と
い
う
、
旅
程
（
長
安―

江
州
）
の
後
半

に
お
い
て
詠
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
は
、
充
分
な
睡
眠
と
、
氣
ま
ま
な

遊
逸
の
氣
分
と
が
詠
わ
れ
て
お
り
、
左
遷
の
途
上
と
は
い
え
、
あ
る
種
の
餘
裕
が

生
じ
て
き
た
後
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
一
方
、
舟
に
乘
り
換
え
た
當
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六
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五
四

物
も
な
い
土
地
）」。
こ
こ
で
は
、
底
本
の
語
釋
が
言
う
よ
う
に
「
何
物
に
も
拘
束

さ
れ
な
い
自
由
の

地
」
を
指
す
。
白
居
易
は
、
歬
年
の
元
和
九
年
に
下
邽
で

詠
じ
た
「
渭
村
退
居
…
…
詩
一
百

」0807

で
も
、
末
尾
に
お
い
て
「
不
動
を

吾
が
志
と
爲
し
、
無
何
は
是
れ
我
が
鄕
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
憐
れ
む
べ
し
身
と
世
と
、
此
れ

よ
り
兩
つ
な
が
ら
相
忘
れ
ん
（
不
動
爲
吾
志
、
無
何
是
我
鄕
。
可
憐
身
與
世
、
從
此
兩

相
忘
）」
と
詠
じ
て
い
た
。
旅
程
の
後
半
（
襄
陽―

江
州
）
に
至
っ
て
、
漸
く
同
じ

「
餘
裕
」
を
取
り
戾
し
得
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
こ
の

地
は
、「
詩
」
の
後
半
で
「
身
心
安
靜
の

地
こ
そ
、
わ
が

家
鄕
で
あ
る
（
此
中
是
汝
家0

、
此
中
是
汝
鄕0

）」
と
述
べ
て
い
た
認

と
通
底
す
る
。

ち
、
現
實
の
ど
こ
か
の
土
地
で
は
な
く
、
身
心
安
靜
の

地
こ
そ
家
鄕
だ
、
と

す
る
「
自
誨
」
詩
の
發
想
は
、
何
物
に
も
拘
束
さ
れ
な
い
自
由
の

地
に
逍
遙
す

る
、『

子
』
の
「
無
何
㊒
之
鄕
」
の
思
想
を
、
そ
の
淵
源
に
持
つ
と
考
え
得
る

の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
白
居
易
は
實
際
に
も
、
文
字
通
り
、「『

子
』
を
尋

ね
て
（
讀
ん
で
）
歸
處

0

0

を
知
っ
た
」
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
江
州

へ
と
向
か
う
白
居
易
が
、
今
後
は
長
安
で
は
な
く
、
身
心
安
靜
の

地
こ
そ
が
汝

（
自
分
）
の
家
鄕
で
あ
り
、「
今
か
ら
そ
こ
へ
歸
る
の
だ
（
樂
天
樂
天
歸
去
來
）」
と
、

「
詩
」
に
お
い
て
詠
い
得
た
理
由
も
、
故
鄕
の
精
神
化
と
い
う
『

子
』
的
な
發

想
の
轉
換
に
あ
っ
た）

（（
（

。
超
俗
的
な
自
由
安
靜
の

地
（
無
何
㊒
之
鄕
）
に
歸
ろ
う

と
す
る
決
意
は
、「
詩
」
の
本
質
で
あ
り
、
そ
れ
は
世
俗
的
價
値

の
象

で
も

あ
る
長
安
を
、
離
れ
て
ゆ
く

0

0

0

0

0

と
い
う
情
況
下
で
詠
ぜ
ら
れ
て
こ
そ
、
む
し
ろ
一
層

說
得
力
を
增
す
で
あ
ろ
う
。

　
要
す
る
に
、「
讀

子
」
詩
と
「
自
誨
」
詩
と
は
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
深
く

共
鳴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
讀

子
」
詩
に

し
て
解
釋
す
れ
ば
、「
詩
」
が
詠

じ
て
い
る
の
は
、「
今
後
は
、
世
俗
の
名
利
や
儒
家
的
處
世
の
頂
點
に
君
臨
す
る

首
都
長
安

0

0

0

0

か
ら
身
心
と
も
に
離
脫
し
、
江
州
で
は
、『

子
』
に
言
う
超
俗
的
な

　
○
「
賴

さ
い
わ
いに
禪
門
の
非ひ

想そ
う

定じ
ょ
う

を
學
べ
ば
、
千
愁

念
　一
時
に
空
し
」（
賴
學
禪

門
非
想
定
、
千
愁

念
一
時
空
）�

「
晏
坐
閒
吟
」0888

　
○
「
國
を
去
り
家
を
辭
し
て

方
に

せ
ら
る
、
中
心
　自
ら
怪
し
む
憂
傷
少

　な
き
を
」（
去
國
辭
家

方
、
中
心
自
怪
少
憂
傷
）�

「
讀

子
」0890

　
○
「
生
去
死
來
　都
て
是
れ
幻
な
り
、
幻
人
の
哀
樂
　何
の
情
に
か
繫か
か

る
」（
生

去
死
來
都
是
幻
、
幻
人
哀
樂
繫
何
情
）�

「
放
言
五
首
其
五
」0897

　
○
「
空
門
の
平
等
の
法
を
學
ぶ
が
爲
に
、
先
づ
老
少
死
生
の
心
を
齊
し
く
す
」

（
爲
學
空
門
平
等
法
、
先
齊
老
少
死
生
心
）�

「
歲

衟
情
二
首
其
一
」0898

　
○
「
禪
功
自
お
の
ず
か

ら
見あ
ら

は
れ
て
人
の
覺さ
と

る
無
き
も
、
合ま
さ

に
是
れ
愁
ふ
る
時
に
も
亦

た
愁
へ
ず
」（
禪
功
自
見
無
人
覺
、
合
是
愁
時
亦
不
愁
）

�

「
歲

衟
情
二
首
其
二
」0899

　
こ
う
し
た
逹

を
詠
ず
る
詩
が
、
長
安―
襄
陽
と
い
う
旅
程
歬
半
の
詩
群
に
は

ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
、
と
い
う
事
實
を
合
わ
せ
考
え
た
場
合
、
閑
㊜
へ
の
決
意

を
表
朙
し
た
「
自
誨
」
詩
は
、
や
は
り
旅
程
の
後
半
、
襄
陽―

江
州
閒
の
船
旅
に

お
い
て
詠
ま
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
と
、
推
定
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、「

子
を
讀
む
」
と
の
共
鳴

　
そ
の
よ
う
な
目
で
見
た
際
に
㊟
目
さ
れ
る
詩
が
「
讀

子
」0890
で
あ
る
。

去
國
辭
家

方
　
　
國
を
去
り
家
を
辭
し
て
　

方
に

せ
ら
る

中
心
自
怪
少
憂
傷
　
　
中
心
　自
ら
怪
し
む
　
憂
傷
少
な
き
を

爲
尋

子
知
歸
處
　
　

子
を
尋
ね
て
　
歸
處
を
知
り

認
得
無
何
是
本
鄕
　
　
無
何
は
是
れ
本
鄕
な
る
を
認
め
得
た
る
が
爲
な
り

　
七
言
絕
句
の
短
篇
で
は
あ
る
が
、
こ
の
詩
の
內
容
が
、
先
揭
し
た
「
自
誨
」

詩
の
後
半
と
响
き
合
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
ろ
う
。「
無
何
」
と
は
、

『

子
』
の
逍
遙
遊
篇
、
應
帝
王
篇
、
列
御
寇
篇
に
見
え
る
「
無
何
㊒
之
鄕
（
何



白
居
易
「
自
誨
」
詩
制
作
の
時
空

五
五

　
以
上
の
考
察
か
ら
、「
讀

子
」
詩
や
相
歬
後
し
て
作
ら
れ
た
詩
に
、「
自
誨
」

詩
と
同
質
の
認

や
表
現
が
集
中
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
朙
ら
か
で
あ
る
と

思
う
。
よ
っ
て
、
筆
者
と
し
て
は
、「
詩
」
が
制
作
さ
れ
た
時
空
は
「
讀

子
」

詩
が
詠
ま
れ
た
時
空
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
た
と
、
推
定
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。

六
、
江
州
到
着
を
目
前
に
し
て

　
で
は
、
そ
の
「
讀

子
」
詩
が
作
ら
れ
た
の
は
、
旅
程
後
半
（
襄
陽―

江
州
）

の
い
つ
頃
、
ど
の
邊
り
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
絞
り
込
む
た
め
の
歬
提
と
し

て
先
ず
確
認
さ
れ
る
べ
き
は
、
江
州
途
上
の
詩
五
一
首
が
、
同
じ
分
類
內
で
は

原
則
と
し
て
時
系
列
順
に
竝
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
實
で
あ
る
。
感
傷
詩
一

〇
首
で
は
、0489

か
ら0492

ま
で
が
旅
程
の
歬
半
（
長
安―

襄
陽
）、0493

か

ら0498

ま
で
が
旅
程
後
半
（
襄
陽―

江
州
）
の
作
。
時
閒
的
に
は
、0489

か

ら0498

ま
で
が
秋
の
作
品
で
あ
る
。
一
方
、
律
詩
四
〇
首
で
は
、0863

か
ら

0871

ま
で
が
旅
程
歬
半
、0872

か
ら0903

ま
で
が
旅
程
後
半
の
作
。
時
閒

的
に
は
、0863

か
ら0885

（
或
い
は0886

）
ま
で
が
秋
の
作
、0886

（
或
い

は0887

）
か
ら0903

ま
で
が
冬
の
作
品
。
先
に
見
た
閑
㊜
詩
一
首
（0274

）
は
、

旅
程
後
半
、
秋
の
作
品
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
時
系
列
順
の
排
列
を
歬
提
と
し
た
場
合
、
問
題
の
絕
句
「
讀

子
」

詩0890

は
、
空
閒
的
に
は
、0872

詩
よ
り
後
ろ
で
あ
る
か
ら
、
旅
程
後
半
の

作
。
時
閒
的
に
は
、0886

詩
よ
り
後
ろ
で
あ
る
か
ら
、
孟
冬
十

0

0

0

⺼0

の
作

0

0

で
あ
る

こ
と
が

朙
す
る
。
さ
ら
に
、
途
上
感
傷
詩
の
最
後
に
配
置
さ
れ
て
い
る
「
夜
聞

歌
者
」
詩0498

は
「
夜
に
泊
す
鸚
鵡
州
、
江
は
秋0

に
し
て
⺼
は
澄

す
。
鄰
船

に
歌
ふ
者
㊒
り
、
發
調
愁
絕
す
る
に
堪
へ
た
り
（
夜
泊
鸚
鵡
州
、
江
秋
⺼
澄

。
鄰

船
㊒
歌
者
、
發
調
堪
愁
絕
）」
と
冐
頭
に
詠
う
こ
と
か
ら
、
秋
の
作
品
で
あ
る
が
、

そ
の
自
㊟
に
は
「
鄂
州
に
宿
る
」
と
あ
る
。
鄂
州
は
、
今
の
湖
北
省
武
漢
市
武
昌

自
由
安
靜
の

地
（
無
何
㊒
之
鄕
）
を
自
ら
の
家
鄕
と
見
定
め
て
、
そ
の

地
に

逍
遙
し
よ
う
と
い
う
決
意
」
な
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。「
詩
」
と
『

子
』
と
の
關
連
性
を
さ
ら
に
指

す

れ
ば
、
歬
揭
第
⑤
段
「
樂
天
よ
樂
天
よ
、
而じ

今こ
ん

而じ

後ご

、
汝
…
…
浪0

り
に
喜
ぶ
こ

0

0

0

0

0

と
無
く

0

0

0

、
妄0

り
に
憂
ふ
る
こ
と
無
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
病
め
ば
則
ち
臥
し
、
死
す
れ
ば
則
ち
休

0

0

0

0

0

0

0

め0

」
は
、
大
宗
師
篇
の
「
且
つ
夫
れ
得
る
者
は
時
な
り
、
失
ふ
者
は
順
な
り
。
時0

に
安
ん
じ
て
順
に
處
れ
ば

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
哀
樂
も
入
る
こ
と
能
は
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
且
夫
得
者
時
也
、
失
者
順

也
。
安
時
而
處
順
、
哀
樂
不
能
入
也
）」、「
夫
れ
大
塊
（
天
地
自
然
）
は
、
…
…
我
を

0

0

息0

は
し
む
る
に
死
を
以
て
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
夫
大
塊
…
…
息
我
以
死
）」
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

ち
、「
自
誨
」
詩
は
、
閑
㊜
へ
の
決
意
を
語
る
そ
の

心

に
お
い
て
、『

子
』

の
思
想
と
深
い
關
連
性
を
示
し
て
い
る
。
白
居
易
は
實
際
に
「

子
を
讀
」
ん
で

「
詩
」
を
書
い
た
、
と
見
て
も
、
何
ら
不
都
合
は
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、「
讀

子
」
詩0890

と
相
歬
後
し
て
詠
ま
れ
た
詩
に
も
、「
自
誨
」

詩
と
類
似
の
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。「
晏
坐
閑
吟
」0888

の
「
意
氣
消
磨
す
羣

動
の
內
、
形

變
化
す
百
年
の
中
（
意
氣
消
磨
羣
動
內
、
形

變
化
百
年
中
）」
は
、

「
詩
」
の
第
②
段
「

緣
迭た
が

ひ
に
來
た
り
て
、
汝
の
形

を
鏁つ
な

ぎ
／
汝
を
し
て
未

だ
老
い
ざ
る
に
、
形
枯
れ
て
柴
の
如
く
な
ら
し
め
／

感
遞た
が

ひ
に
至
り
て
、
汝
の

心
懷
を
火や

き
／
汝
を
し
て
未
だ
死
せ
ざ
る
に
、
心
化
し
て
灰
と
爲
ら
し
む
」
と

呼
應
す
る
表
現
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
放
言
五
首
其
五
」0897

の
「
何
ぞ
須も
ち

ひ

ん
世
を
戀
ひ
て
常
に
死
を
憂
ふ
を
、
亦
た
身
を
嫌
ひ
て
漫
り
に
生
を
厭
ふ

れ

（
何
須
戀
世
常
憂
死
、
亦

嫌
身
漫
厭
生
）」
は
、「
詩
」
の
第
⑤
段
「
樂
天
よ
樂
天
よ
、

而
今
而
後
…
…
浪み

だ

り
に
喜
ぶ
こ
と
無
く
、
妄み
だ

り
に
憂
ふ
る
こ
と
無
く
／
病
め
ば
則

ち
臥
し
、
死
す
れ
ば
則
ち
休
め
」
と
同
類
の
表
現
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
現
上
の

類
似
は
、「
詩
」
と
こ
れ
ら
の
作
と
が
、
ほ
ぼ
同
時
朞
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
示

唆
す
る

證
と
、
見
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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五
六

居
」
を

と
し
て
、
季
節
が
秋
か
ら
冬
へ
變
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
⑤
詩
に

は
「
寒
松
は
縱
ひ
老
ゆ
る
も
風
標
在
り
（
寒
松
縱
老
風
標
在
）」
の
句
が
あ
る
。
こ

れ
は
『
論
語
』
の
「
歲
寒
く
し
て
、
然
る
後
に
松
柏
の
彫し

ぼ

む
に
後
る
る
を
知
る
な

り
」（
子
罕
篇
）
に
よ
る
表
現
で
あ
る
が
、
王
處
人
の
高

な
人
格
を
表
す
の
み

な
ら
ず
、
實
景
を
も
反
映
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
冬
の
詩
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

④
「
雨
中
、
題
衰
柳
」
に
は
、「
知
ら
ず
秋
雨
の
意
（
不
知
秋
雨
意
）」
の
句
が
あ
り
、

秋
の
詩
と
確
定
で
き
る
。
要
す
る
に
、
⑥
「
歲
晚

0

0

旅

」
以
後
は
、
ほ
ぼ
確
實
に
、

冬
の
詩
で
あ
る
。
但
し
⑭
「
强
酒
」
に
は
、「
然
ら
ず
ん
ば
秋
⺼
春
風
の
夜
、
閒

に
徃
時
を
思
ふ
を
爭い

か

ん
那
何
せ
ん
（
不
然
秋
⺼
春
風
夜
、
爭
那
閒
思
徃
時
何
）」
の
句
が

あ
り
、「
秋
⺼
」
を
實
景
と
と
れ
ば
、
秋
の
詩
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
以
外
に
季
節
の
混
亂
を
疑
わ
せ
る
表
現
は
な
く
、
⑥0887

詩
以

後
は
冬
の
詩
と
い
う
原
則
は
守
ら
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。

　
次
に
㊟
目
さ
れ
る
の
は
、
⑦0888

「
晏
坐
閑
吟
」
詩
以

に
見
ら
れ
る
、
情

調
の
急
激
な
變
化
で
あ
る
。
①
か
ら
⑥
の
詩
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
旅
愁
や
悲

傷
が
基
本
的
な
情
調
と
な
っ
て
い
る
。

　
①
「
醉
ひ
來
り
て
は
賞
す
る
に
堪
へ
醒
め
て
は
愁
ふ
に
堪
へ
た
り
」（
醉
來
堪
賞

醒
堪
愁
）

　
②
「
眼
痛
み
燈
を
滅
し
て

ほ

坐
す
れ
ば
、逆
風
浪
を
吹
い
て
船
を
打
つ
聲
」

（
眼
痛
滅
燈

坐
、
逆
風
吹
浪
打
船
聲
）

　
③
「
且
つ
愁
ふ
江
郡
何
れ
の
時
に
か
到
ら
ん
、
敢
て

ま
ん
京
都
幾
歲
に
か
還

る
を
」（
且
愁
江
郡
何
時
到
、
敢

京
都
幾
歲
還
）

　
④
「
濕
に
屈
し
て
靑
條
折
れ
、
寒
に
飄
ひ
る
が
え

り
て
黃

多
し
」（
濕
屈
靑
條
折
、
寒

飄
黃

多
）

　
⑥
「
晚
に
向
ひ

と
し
て
南
北
を

め
ば
、窮
陰
旅
思
兩
つ
な
が
ら
邊
無
し
」

（
向
晚

南
北

、
窮
陰
旅
思
兩
無
邊
）

區
。
漢
水
長
江
の
合
流
點
に
位
置
す
る
。
詩
中
で
白
居
易
が
宿
泊
し
た
と
い
う

「
鸚
鵡
州
」
は
、
武
漢
市
に
あ
る
長
江
の
中
洲
。
崔
顥
「
黃
鶴
樓
」
詩
の
「
晴
川

歷
歷
た
り
漢
陽
の
樹
、

た
り
鸚
鵡
州
」
の
句
で
も
知
ら
れ
る
。
白
居
易

は
、
元
和
十
年
の
晚
秋
九
⺼
に
黃
鶴
樓
を
閒
近
に
眺
め
る
鸚
鵡
州
に
宿
泊
し
、
招

か
れ
て
登
樓
も
し
た
が
、
以
後
は
漢
水
を
離
れ
て
長
江
を
下
り
江
州
へ
向
か
っ
た
。

既
述
し
た
よ
う
に
、
筆
者
は
「
自
誨
」
詩
を
、「
讀

子
」
詩
と
同
朞
の
作
と
推

定
す
る
。
從
っ
て
、
孟
冬
十
⺼
作
の
「
讀

子
」
詩
と
同
じ
く
、「
自
誨
」
詩
は
、

白
居
易
が
晚
秋
に
鄂
州
（
黃
鶴
樓
）
を
離
れ
た
後
、
初
冬
十
⺼
の
某
日
、
長
江
を

下
る
船
旅
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
と
、
推
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
黃
鶴
樓
出
發
以
後
の
時
空
を
さ
ら
に
絞
り
込
ん
で
み
た
い
。
時
系
列
順
と
い
う

原
則
に
照
ら
し
た
場
合
、「
盧
侍
御
與
崔
評
事
、
爲
予
於
黃
鶴
樓

0

0

0

致
。
…
…
」
詩

0882

以
後
に
排
列
さ
れ
た
途
上
の
律
詩
十
八
首
（
連
作
は
一
首
と
す
る
）
は
、
す

べ
て
鄂
州
（
武
漢
市
）―

江
州
（
九
江
市
）
と
い
う
旅
程
終
盤
（
長
江
を
下
る
船
旅
）

の
作
品
で
あ
る）
（（
（

。
文
集
の
排
列
に
從
っ
て
列
擧
し
て
み
よ
う
。

①0882

（
秋
）「
盧
侍
御
與
崔
評
事
、
爲
予
於
黃
鶴
樓
致
宴
。
宴
罷
同

」

／
②0883

（
秋
）「
舟
中
、
讀
元
九
詩
」
／
③0884
（
秋
）「
舟
行
阻
風
、

寄
李
十
一
舍
人
」
／
④0885

（
秋
）「
雨
中
、題
衰
柳
」
／
⑤0886

（
冬
？
）

「
題
王
處
士
郊
居
」
／
⑥0887

（
冬
）「
歲
晚
旅

」
／
⑦0888

（
冬
）「
晏

坐
閑
吟
」
／
⑧0889

（
冬
）「
題
李
山
人
」
／
⑨0890

（
冬
）「
讀

子
」

／
⑩0891

（
冬
）「
江
樓
偶
宴
、贈
同
座
」
／
⑪0892

～0897
（
冬
）「
放

言
五
首
幷
序
」／
⑫0898

・0899

（
冬
）「
歲

衟
情
二
首
」／
⑬0900
（
冬
）

「
讀
李
杜
詩
集
、因
題
卷
後
」
／
⑭0901

（
秋
？
）「
强
酒
」
／
⑮0902

（
冬
）

「
獨
樹
浦
雨
夜
、
寄
李
六
郞
中
」
／
⑯0903

（
冬
）「
聽
崔
七

人
箏
」
／

⑰0904

（
冬
）「

江
州
」
／
⑱0905

（
冬
）「
初
到
江
州
」

　
こ
の
十
八
首
に
つ
い
て
先
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
點
は
、
⑤
「
題
王
處
士
郊



白
居
易
「
自
誨
」
詩
制
作
の
時
空

五
七

の
距
離
が
殘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
で
あ
る
。

　
次
の
手
掛
か
り
は
、
⑮
「
獨
樹
浦
雨
夜
、
寄
李
六
郞
中
」
詩
で
あ
る
。「
獨
樹

浦
」
が
長
江
沿
岸
の
那
邊
か
に
つ
い
て
は
、『
太
平
廣
記
』
卷
四
九
一
「
謝
小
娥

傳
」
の
次
の
記
事
が
參
考
に
な
る
。
父
と
夫
を
慘
殺
さ
れ
た
謝
小
蛾
が
、

勞
の

末
に
復
讐
を
果
た
す
話
で
あ
る
。

爾
後
小
娥
は
便
ち
男
子
の
服
を
爲
し
、
江
湖
の
閒
に
傭
保
し
、
歲
餘
に
し
て

潯
陽
郡
に
至
る
。
…
…
（
小
娥
の
父
と
夫
を
殺
害
し
た
）

と
春
（
申

と
申
春
）

と
は
、宗
昆
弟
な
り
。
時
に
（
申
）
春
の
一
家
は
大
江
の
北
・
獨
樹
浦
に
住
み
、

と
徃
來
密
洽
な
り
。
…
…
初
め
、

・
春
に
黨
數
十
㊒
り
、（
小
娥
は
）
其

の
名
を
暗
記
し
、
悉
く
擒
に
し
戮
に
就
く
。
時
に
潯
陽
太
守
張
公
、
娥
の
節

行
を
善よ

み
し
、
爲
に
其
の
事
を
具
し
て
旌
表
を
上
り
、
乃
ち
死
を
免
か
る
る

を
得
た
り
。
時
に
元
和
十
二
年
夏
歲
な
り
。

爾
後
小
娥
便
爲
男
子
服
、
傭
保
於
江
湖
閒
、
歲
餘
、
至
潯
陽
郡
。
…
…

與

春
、
宗
昆
弟
也
。
時
春
一
家
住
大
江
北
獨
樹
浦
、
與

徃
來
密
洽
。
…
…
初
、

・
春
㊒
黨
數
十
、
暗
記
其
名
、
悉
擒
就
戮
。
時
潯
陽
太
守
張
公
、
善
娥
節

行
、
爲
具
其
事
上
旌
表
、
乃
得
免
死
。
時
元
和
十
二
年
夏
歲
也
。

　
こ
の
逸
話
は
實
錄
と
目
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、『
新
唐
書
』
卷
二
〇
五
「
列
女

傳
」
に
も
「（
小
娥
は
仇
の
所
在
を
）
物
色
す
る
こ
と
歲
餘
、

を
江
州
に
、
春
を

獨
樹
浦
に
得
た
り
（
物
色
歲
餘
、
得

于
江
州
、
春
于
獨
樹
浦
）」
と
あ
る
。

ち

「
謝
小
蛾
傳
」
に
よ
れ
ば
、
獨
樹
浦
な
る
街
は
江
州
（
潯
陽
）
の
西
郊
、
長
江
北

岸
の
地
に
あ
り
、
潯
陽
の
太
守
張
公
が
事
件
に
對
應
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
州

刺
史
の
管
鎋
下
に
あ
っ
た
街
で
あ
る
こ
と
が

朙
す
る）
（（
（

。
そ
の
獨
樹
浦
に
、
白
居

易
も
宿
泊
し
た
。
ま
た
、「
詩
」
と
同
時
朞
に
詠
ま
れ
た
と
思
し
い
⑦
⑨
⑪
⑫
の

詩
群
は
、
す
べ
て
⑮
「
獨
樹
浦
雨
夜
…
…
」
詩
の
直
歬
に
排
列
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
こ
う
し
た
旅
愁
悲
傷
の
情
調
は
、
こ
れ
以
歬
の
旅
程
（
長
安―

鄂
州
）
で
詠
ま

れ
た
感
傷
詩
や
律
詩
の
情
調
を
引
き
繼
ぐ
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
第
四

で
確
認
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
に
續
く
⑦
「
晏
坐
閑
吟
」、

⑨
「
讀

子
」、
⑪
「
放
言
五
首
幷
序
」、
⑫
「
歲

衟
情
二
首
」
の
各
詩
に
は
、

一
轉
し
て
、
逹

の

地
と
い
っ
て
よ
い
表
現
が
頻
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
こ
れ
に
續
く
律
詩
⑬
「
讀
李
杜
詩
集
、
因
題
卷
後
」
に
お
い
て
も
、
李
白

や
杜
甫
の
窮

を
、「
天
意
」
が
「
好
詩
を
要も
と

」
め
た
結
果
だ
と
解
釋
し
て
い
る
。

こ
の
解
釋
も
、
窮

の
克
服
に
繫
が
る
と
い
う
意
味
で
は
、
逹

の
詩
群
に
通
底

す
る
要
素
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
⑭
「
强
酒
」、
⑮
「
獨
樹
浦

雨
夜
、
寄
李
六
郞
中
」、
⑯
「
聽
崔
七

人
箏
」、
⑰
「

江
州
」、
⑱
「
初
到
江

州
」
の
各
詩
に
は
、
悟
り
の

地
は
詠
わ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
う
し
た
、
悲
傷
か
ら
逹

へ
の
情
調
の
急
激
な
變
化
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う

に
、
閑
㊜
へ
の
決
意
を
詠
う
「
自
誨
」
詩
が
、
逹

の

地
を
集
中
的
に
詠
う
詩

群
（
⑦
⑨
⑪
⑫
）
と
、
ほ
ぼ
同
時
朞
に
詠
ま
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
强
く

示
唆
す
る
現
象
で
あ
ろ
う
。
そ
の
心

の
急
激
な
變
化
は
、
黃
鶴
樓
出
發
以
後
の

旅
程
に
お
い
て
生
じ
た
變
化
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
旅
程
終
盤
（
鄂
州―

江
州
）

の
い
つ
頃
、
ど
の
邊
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

七
、「
自
誨
」
詩
制
作
の
時

　
推
定
の
手
掛
か
り
は
先
ず
、
⑪
「
放
言
五
首
」
の
序
文
に
あ
る
。
そ
こ
に

は
「
予
出
で
て
潯
陽
に
佐
た
り
。
未
だ
任
ぜ
ら
る
る

0

0

0

0

0

0

0

所0

に0

屆と
ど

か
ず

0

0

。
舟
中
暇
多

く
、
江
上
に
獨
吟
す
（
予
出
佐
潯
陽
。
未
屆
所
任
。
舟
中
多
暇
、
江
上
獨
吟
）」
と
言
う
。

こ
の
序
文
の
書
き
ぶ
り
に
は
、
例
え
ば
③
「
舟
行
阻
風
、
寄
李
十
一
舍
人
」
詩
で

「
且
つ
愁
ふ
江
郡
何
れ
の
時
に
か
到
ら
ん

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
歎
か
れ
て
い
た
よ
う
な
、
目
的
地

ま
で
の
隔
絕
感
は
現
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
目
指
す
江
州
城
へ
は
、
ま
だ
一
定



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

五
八

　
要
す
る
に
、
內
容
の
類
似
や
作
品
の
配
列
等
か
ら
總
合
的
に

斷
し
た
場
合
、

「
自
誨
」
詩
は
、
元
和
十
年
孟
冬
十
⺼
の
初
旬
、
白
居
易
を
乘
せ
た
船
が
、
獨
樹

浦
に
到
着
す
る
少
し
歬
、
閒
も
な
く
江
州
管
區
內
に
入
ら
ん
と
す
る
、
旅
程
最
終

盤
の
時
空
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
、
そ
の
可
能
性
が
最
も
高
い
と
、
筆
者
は

斷
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
一
說
と
し
て
提
案
し
て
お
き
た
い
と
思
う）

（（
（

。

八
、

學
的
意
義
に
つ
い
て

　
以
下
で
は
視
點
を
變
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
新
た
に
見
え
て
き
た
、

「
詩
」
の
解
釋
に
お
け
る
新
た
な
視
點
、
江
州
左
遷
朞
の
他
の
代
表
作
と
の
關
連

性
、
の
二
點
に
つ
い
て

に
指

し
、
白
居
易
硏
究
史
に
お
け
る
本
稿
の
意
義

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
、
作
品
解
釋
上
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
。
冐
頭
の
論
文
③
で
指

し

た
よ
う
に
、「
自
誨
」
詩
は
、「
歸
去
來
兮
辭
」
や
他
の
陶
詩
、
及
び
『
論
語
』

『
中
庸
』『
易
經
』『

子
』
等
の
表
現
や
思
想
を
ふ
ま
え
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、「
詩
」
と
同
朞
に
制
作
さ
れ
た
詩
群
に
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
佛

敎
的
な
悟
り
の

地
が
數
多
く
詠
わ
れ
て
い
た
。
⑦
「
賴
ひ
に
禪
門
の
非
想
定

を
學
べ
ば
、
千
愁

念
一
時
に
空
し
」、
⑪
其
五
「
生
去
死
來
都
て
是
れ
幻
な
り
、

幻
人
の
哀
樂
何
の
情
に
か
繫
る
」、
⑫
其
一
「
空
門
の
平
等
を
學
ぶ
が
爲
に
、
先

づ
老
少
死
生
の
心
を
齊
し
く
す
」、
⑫
其
二
「
禪
功
自
ら
見
は
れ
て
人
の
覺
る
無

き
も
、
合
に
是
れ
愁
ふ
る
時
に
も
亦
た
愁
へ
ず
」。

　
こ
う
し
た
佛
敎
思
想
に
よ
る
悲
愁
の
超
克
、
死
生
の
齊
同
視
は
、「
詩
」
の
後

半
、
第
⑤
段
に
見
え
る
「
汝
　其
れ
飢
え
て
⻝
ひ
、
渴
し
て
飮
み
、
晝
に
し
て
興

き
、
夜
に
し
て
寢
ね
よ
。
浪
り
に
喜
ぶ
こ
と
無
く
、
妄
り
に
憂
ふ
る
こ
と
無
く
、

病
め
ば
則
ち
臥
し
、
死
す
れ
ば
則
ち
休
め
」
と
い
う
思
想
や
決
意
と
通
底
す
る
も

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
自
誨
」
詩
に
表
朙
さ
れ
た
人
生

や
閑
㊜
へ
の
決
意
の

背
後
に
は
、
そ
れ
ら
と
密

に
關
連
す
る
思
想
と
し
て
、
佛
敎
哲
學
（
禪
の
思
想
）

が
控⃝
え
て
い
る
と
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
儒
佛
衟
を
、
三
位
一
體
の
、
本
質

を
等
し
く
す
る
思
想
と
し
て
捉
え
る
、
白
居
易
の
特
質
の
顯
現
で
も
あ
ろ
う）

（（
（

。
こ

う
し
た
佛
敎
思
想
と
の
表
裏
一
體
性
は
、「
詩
」
の
讀
解
だ
け
で
は
見
通
し
難
い
、

白
居
易
の
思
想
に
お
け
る
本
質
的
構
造
で
あ
る
。
そ
れ
が
、「
詩
」
制
作
の
時
空

を
推
定
し
得
た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
見
え
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
江
州
左
遷
朞
の
他
の
代
表
作
と
の
關
連
性
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
紙

幅
の
都
合
で
範
圍
は
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
先
ず
、
上
述
し
た
佛
敎
的
悟
り
を
詠
じ
た
詩
群
は
、
翌
年
以

白
居
易
を
、
廬

山
の
僧
侶
ら
と
の
交
流
へ
と
促
し
た
、
心
理
的
要
因
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

江
州
左
遷
の
漂
泊
感
や
悲
哀
は
、
佛
敎
思
想
や
禪
僧
と
の
交
流
に
よ
っ
て
癒
さ
れ
、

超
克
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
が）

（（
（

、
左
遷
途
上
の
作
品
群
に
、
早
く
も
そ
の
先
蹤

を
認
め
得
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
元
和
十
一
年
（
八
一
六
）
秋
の
作
と
さ
れ
る
「
琵
琶
行
」
と
の
關
連
性

で
あ
る
。
都

ち
し
た
白
居
易
と

女
と
が
、
夜
、
船
で
出
會
い
、
演
奏
に
感
動

し
た
白
居
易
が
「
同
じ
く
是
れ
天
涯
淪

の
人
、
相
逢
ふ
何
ぞ
必
ず
し
も
曾
て
相

ら
ん
」
と
感
慨
を
述
べ
る
、
虛
構
性
を
疑
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
作
品
で
あ
る
が）
（（
（

、

江
州
途
上
の
詩
に
は
、「
琵
琶
行
」
を
連
想
さ
せ
る
詩
が
複
數
存
在
す
る
。
律
詩

で
は
、

知
の
女
性
と
の
邂
逅
を
詠
う
「
逢

」
詩0879

の
設
定
が
、「
琵
琶

行
」
に
似
る
。
こ
の
詩
に
は
、「

人
（
妻
）」
に
怪
し
ま
れ
る
ほ
ど
「
惆
悵
（
悲

嘆
）」
を
催
し
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

知
の
女
性
と
は
、
昔
戀
愛
關
係
に
あ
っ

た

女
で
あ
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
る
點
も
、

女
を
主
人
公
と
す
る
「
琵
琶
行
」

に
近
似
す
る
。
ま
た
「
浦
中
夜
泊
」
詩0881

の
「
深
浦
の
舟
を
停
め
し
處
を

回
看
す
れ
ば
、

中
一
點
の
燈
（
回
看
深
浦
停
舟
處
、

中
一
點
燈
）」

も
、「
琵
琶
行
」
冐
頭
の
「
潯
陽
江
頭
夜
客
を
送
る
、
楓

秋
索
索
」
を
髣



白
居
易
「
自
誨
」
詩
制
作
の
時
空

五
九

髴
さ
せ
る
。
さ
ら
に
「
江
樓
偶
宴
、
贈
同
座
」
詩0891

に
は
、「
相
逢
ひ
且
つ

同
じ
く
樂
し
む
、
何
ぞ
必
ず
し
も

相
知
な
ら
ん
（
相
逢
且
同
樂
、
何
必

相
知
）」

と
い
う
類
似
表
現
が
あ
り
、「
聽
崔
七

人
箏
」
詩0903

で
は
、

女
の
演
奏

を
聽
い
て
の
慨
嘆
を
、「
白
盡
す
江
州
司
馬
の
頭
（
白
盡
江
州
司
馬
頭
）」
と
述
べ

る
。「
琵
琶
行
」
の
最
終
句
「
江
州
司
馬
　靑
衫
濕
ふ
」
を
想
起
さ
せ
る
表
現
で
あ

ろ
う
。
一
方
、
感
傷
詩
で
は
、「
夜
聞
歌
者
」
詩0498

に
「
夜
に
泊
す
鸚
鵡
州
、

江
は
秋
に
し
て
⺼
は
澄

す
。
鄰
船
に
歌
ふ
者
㊒
り
、
發
調
愁
絕
す
る
に
堪
へ
た

り
（
夜
泊
鸚
鵡
州
、
江
秋
⺼
澄

。
鄰
船
㊒
歌
者
、
發
調
堪
愁
絕
）」
と
あ
り
、
類
似
作

と
し
て
名
高
い
。
要
す
る
に
、
こ
う
し
た
左
遷
途
上
の
詩
に
お
い
て

得
さ
れ
た
、

體
驗
や
着
想
、
表
現
が
、
や
が
て
集
約
さ
れ
て
、
大
作
「
琵
琶
行
」
へ
と
結
實
し

て
い
っ
た
、
そ
の
よ
う
に
、
筆
者
は
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
元
和
十
二
年
の
「
香
爐
峰
下
、
新
卜
新
居
、

堂
初
成
、
偶
題
東

壁
」
其
三0978

の
尾
聯
に
は
、「
心
泰や
す

く
身
寧や
す

き
は
　是
れ
歸
す
る
處
、
故
鄕
何

ぞ
獨
り
長
安
に
在
る
の
み
な
ら
ん
や
（
心
泰
身
寧
是
歸
處
、
故
鄕
何
獨
在
長
安
）」
と

詠
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
尾
聯
に
示
さ
れ
た
故
鄕

、

ち
、
眞
の
故
鄕
と
は
「
心

泰
く
身
寧
き
處
」
で
あ
り
長
安
ば
か
り
が
故
鄕
で
は
な
い
と
い
う
認

は
、
白
居

易
に
特

な
、
獨
自
の
故
鄕

で
あ
っ
た）
（（
（

。
し
か
し
今
や
、
故
鄕
の
槪
念
を
特
定

の
土
地
（
例
え
ば
長
安
）
か
ら
切
り
離
し
、
心
身
の
安
靜
（
心
泰
身
寧
）
こ
そ
が
眞

の
故
鄕
で
あ
る
と
詠
う
こ
の
詩
の
發
想
が
、
左
遷
途
上
で
詠
ま
れ
た
「
自
誨
」
詩

や
「
讀

子
」
詩
の
發
想
を
繼
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
ろ
う
。

「
詩
」
で
は
、
末
尾
に
「
此こ

の

中う
ち

（
身
心
安
靜
の
中
）
が
是
れ
汝
の
家0

な
り
、
此
中
が

是
れ
汝
が
鄕0

な
り
。
…
…
樂
天
よ
樂
天
よ
、
歸
り
な
ん
い
ざ
」
と
詠
じ
、「
讀

子
」
詩
で
は
、「
中
心
自
ら
怪
し
む
憂
傷
少
な
き
を
。

子
を
尋
ね
て
歸
處
を
知

り
、
無
何
は
是
れ
本
鄕
な
る
を
認
め
得
た
る
が
爲
な
り
」
と
詠
じ
て
い
た
。
兩
詩

に
詠
ま
れ
た
故
鄕

が
、
翌
元
和
十
一
年
の
律
詩
「
四
十
五
」0952

で
は
、
さ

ら
に
「
老
來

ほ
命
に
委
ね
、
安
處

0

0

0

ち
鄕
と
爲
す

0

0

0

0

0

。
或
い
は
擬
す
廬
山
の
下
、

來
春

0

0

0

堂
を
結
ば
ん

0

0

0

0

0

（
老
來

委
命
、
安
處

爲
鄕
。
或
擬
廬
山
下
、
來
春
結

堂
）」

と
い
う
願

へ
と
進
展
し
、
そ
の
「
安
處

鄕
」
の
理
念
が
、
元
和
十
二
年
に
は
、

堂
と
い
う
具
體
物
と
成
っ
て
出
現
し
た
。
そ
の
喜
び
が
、「
心
泰
く
身
寧
き
は

是
れ
歸
す
る
處
、
故
鄕
何
ぞ
獨
り
長
安
に
在
る
の
み
な
ら
ん
や
」
の
二
句
と
な
っ

て
詠
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ち
、
白
居
易
獨
自
の
故
鄕

は
、
左
遷
途
上
の
作

品
群
と
併
讀
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
そ
の
形
成
過
程
を
具
體
的
に
理
解

で
き
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
取
り
上
げ
た
①
佛
敎
、
②
琵
琶
行
、
③
故
鄕

と
い
っ
た
論
點
、
ま
た
、

「
自
誨
」
詩
に
詠
出
さ
れ
た
④
閑
㊜
へ
の
決
意
、⑤
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
再
現
（
陶

淵
朙
へ
の

）
と
い
っ
た
論
點
は
、
何
れ
も
江
州
左
遷
朞
の
白
居
易
文
學
を
理

解
す
る
う
え
で
決
定
的
に
重
要
な
事
項
で
あ
る
。
左
遷
途
上
の
作
品
群
に
は
、
そ

れ
ら
重
要
事
項
の
種
子
や

と
見
な
し
得
る
認

や
表
現
が
、
既
に
顯

に
現

れ
て
い
た
。
江
州
左
遷
の
旅
の
時
空
に
お
い
て
、
白
居
易
は
實
に
豐
か
な
文
學
的

を
準
備
し
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

結
　
語

　
か
の
暗
殺
事
件
へ
の
上
書
以

、
長
安
の
官
界
に
お
い
て
彼
を
見

っ
た
否
定

や
拒
絕
、
非
難
や
放
逐
は
、
白
居
易
の
精
神
を
非
常
な
窮

に
追
い
遣
っ
た
。
し

か
し
白
居
易
の
文
學
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
最
高
の
贈
與
と
な
っ
た
と
、
言
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
白
居
易
は
途
上
の
詩
⑬
「
讀
李
杜
詩
集
、
因
題
卷
後
」
に
お
い
て
、

「
天
意
　君
（
李
白
・
杜
甫
）
須
ら
く
會
す
べ
し
、
人じ
ん

閒か
ん

　好
詩
を
要も
と

む
（
天
意
君
須
會
、

人
閒
要
好
詩
）」
と
詠
じ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
白
居
易
自
身
に
も

當
す
る
事

實
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　「
自
誨
」
詩
は
、
元
和
十
年
（
八
一
五
）
冬
十
⺼
の
初
旬
、
長
江
を
下
る
白
居
易



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

六
〇

の
船
が
閒
も
な
く
江
州
へ
到
着
し
よ
う
と
す
る
時
空
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
作
品
で

あ
っ
た
。
長
安
か
ら
江
州
へ
の
左
遷
行
は
、
白
居
易
に
と
っ
て
、
內
面
の
深

な

危
機
と
鬪
う

難
の
旅
路
と
な
っ
た
が
、
し
か
し
そ
の
旅
は
同
時
に
、
そ
う
し
た

鬪
を
通
じ
て
、
彼
の
文
學
に
多
く
の
貴
重
な
種
子
や

を
、
贈
與
し
て
く
れ

た
。
そ
れ
ら
は
江
州
到
着
以
後
、
重
要
な
作
品
群
と
な
っ
て
結
實
し
、
白
居
易
の

人
生
や
文
學
に
、
豐
穰
な
稔
り
を
、
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

㊟
（
１
）　
白
居
易
の
詩
文
の
引
用
は
、
岡
村
繁
『
白
氏
文
集
』（
新
釋
漢
文
大
系
、
朙
治
書

院
）
の
各
本
に
據
り
、
㊜
宜
朱
金
城
『
白
居
易
集
箋
校
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一

九
八
八
年
）、
謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
㊟
』（
中

書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
を
參

照
し
た
。
四
桁
の
數
字
は

房

樹
『
白
氏
文
集
の
批

的
硏
究
』（
彙
文
堂
書
店
、

一
九
六
〇
年
）
に
よ
る
作
品
番
號
。

（
２
）　
何
れ
も
『
白
居
易
硏
究
年
報
』（
勉
誠
出
版
）
所

。
①
は
十
三
號
、
二
〇
一
二
年
。

②
は
十
四
號
、
二
〇
一
三
年
。
③
は
十
五
號
、
二
〇
一
五
年
。

（
３
）　
下
定
雅
弘
「
戰
後
日
本
に
お
け
る
白
居
易
の
硏
究
」（『
白
居
易
硏
究
講
座
　第
七

卷
』、
勉
誠
社
、
一
九
九
八
年
）
一
九
頁
を
參
照
。

（
４
）　
作
品
の
形
式
と
內
容
と
の
關
連
性
に
つ
い
て
は
、
歬
揭
③
論
文
發
表
後
に
竹
村
則

行
氏
か
ら
ご
助
言
を
頂
い
た
。
な
お
、「
辭
」
に
は

惱
と
共
に
歸
鄕
の
喜
び
が
表

現
さ
れ
て
い
る
が
、「
詩
」
に
は
喜
び
の
表
現
が
な
い
。
そ
れ
は
、
陶
淵
朙
の
歸
鄕

が
實
際
の
故
鄕
へ
の
主
體
的
歸
鄕
で
あ
っ
た
の
に
對
し
て
、
白
居
易
の
場
合
は
、
故

鄕
で
は
な
い
場
所
へ
の
、
左
遷
の
結
果
餘
儀
な
く
さ
れ
た
歸
鄕
で
あ
っ
た
、
と
い
う

相
違
に
よ
る
。
し
か
し
、
歸
鄕
の
本
質
を
自
己
の
本
性
の
完
遂
と
身
心
の
安
㊜
に
求

め
る
點
で
、
兩
者
は
根
源
的
に
一
致
し
て
い
る
。

（
５
）　
平
岡
武
夫
『
中
國
詩
文
選
17
白
居
易
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
）、
太
田
次
男

『
中
國
の
詩
人
⑩
白
樂
天
』（
集

社
、
一
九
八
三
年
）
の
ほ
か
、
歬
揭
の
各
種
年
表

を
參
照
し
た
。

（
６
）　
例
え
ば
『
㊮
治
通
鑑
』
元
和
十
年
三
⺼
の
條
に
「
是
に
於
い
て
人
情
恇
懼
す
。
羣

臣
多
く
兵
を
罷
め
ん
こ
と
を
請
ふ
も
、
上
許
さ
ず
（
於
是
人
情
恇
懼
。
羣
臣
多
請

罷
兵
、
上
不
許
）」
と
あ
り
、
同
年
五
⺼
、
李
師
衟
が
養
っ
て
い
た
刺
客
の
言

に

「〔
武
〕
元
衡
死
す
れ
ば
、
則
ち
他
相
は
敢
へ
て
其
の
謀
を
主す

べ
ず
、
爭
ひ
て
天
子
に

兵
を
罷
め
ん
こ
と
を

め
ん
（
元
衡
死
、
則
他
相
不
敢
主
其
謀
、
爭

天
子
罷
兵

矣
）」
と
あ
る
。

（
７
）　「
與
師
皐
書
」1483

に
「
武
相
の
氣
平
朙
に
絕
え
、
僕
の
書
奏
、
日
午
（
當
日
の

晝
）
に
入
る
。
兩
日
（
二
日
）
の
內
、
滿
城
之
れ
を
知
る
（
武
相
氣
平
朙
絕
、
僕
之

書
奏
、
日
午
入
。
兩
日
之
內
、
滿
城
知
之
）」
と
。

（
８
）　「
與
師
皐
書
」
で
白
居
易
は
、
自
身
の
江
州
左
遷
が
、
上
疏
で
は
な
く
（
亡
き
母

へ
の
）
不
孝
を
理
由
に
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
「
且
つ
此
れ
（
上
疏
）
を
以
て
辜つ
み

を
う

る
も
、
顧た

だ
何
如
せ
ん
。
況
ん
や

此
れ
（
上
疏
）
を
以
て
罪
名
と
爲
さ
ざ
る
を
や

（
且
以
此

辜
、
顧
何
如
耳
。
況

不
以
此
爲
罪
名
乎
）」
と
、
强
い

り
を
表
朙
し

て
い
る
。

（
９
）　「
遑こ
う

遑こ
う

と
し
て
安い

ず

く
に
か
徃
か
ん
と
欲
す
る
」
と
い
う
表
現
は
、「
歸
去
來
兮
辭
」

の
引
用
で
あ
る
と
同
時
に
、
長
安
を

た
だ
し
く
離
れ
て
行
く

0

0

0

0

0

、
實
際
の
情
況
を
も

髣
髴
と
さ
せ
る
表
現
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
解
釋
を
採
る
場

合
で
も
、
重
要
な
點
は
、
長
安
を
離
れ
別
の
場
所―

江
州
へ
向
か
う
情
況
を
歸
鄕

0

0

と
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
變
わ
り
は
な
い
と
い
う
事
實
で
あ
る
。
白
居
易
は
、
陶
淵

朙
の
歸
鄕
を
强
く
意

し
な
が
ら
、
江
州
へ
向
か
う
自
身
の
情
況
を
敢
え
て
「
歸

鄕
」
と
表
現
し
た
。
つ
ま
り
、「
詩
」
に
お
け
る
故
鄕
と
は
、
長
安
な
ど
特
定
の
場

所
を
指
す
の
で
は
な
く
、
江
州
の
生
活
で
實
現
さ
れ
る
べ
き

地
（
身
心
の
安
靜
）

を
、
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
10
）　「

江
州
」0904

、「
初
到
江
州
」0905

も
、
途
上
の
作
と
見
な
し
得
る
も
の
で



白
居
易
「
自
誨
」
詩
制
作
の
時
空

六
一

あ
り
、
こ
れ
ら
を
含
め
れ
ば
五
三
首
。

（
11
）　
杭
州
へ
の
轉
出
に
も
「
左
遷
」
の
要
素
が
色
濃
い
こ
と
は
、

村
弘
衟
「
知
制
誥
・

中
書
舍
人
か
ら
杭
州
刺
史
へ
の
轉
出
」（『
唐
代
の
詩
人
と
文
獻
硏
究
』、
朋
友
書
店
、

二
〇
〇
七
年
。
初
出
は
『
學
林
』
二
一
、
一
九
九
四
年
）
を
參
照
。

（
12
）　
川
合
康
三
『
白
樂
天
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
一
二
五
頁
を
參
照
。

（
13
）　
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
白
樂
天
の
ア
タ
ラ
ク
シ
ア―

〈
自
己
に
由
る
も

の
〉
と
〈
由
ら
ぬ
も
の
〉
と
の
峻
別―

」（『
新
し
い
漢
字
漢
文
敎
室
』
五
六
號
、
二

〇
一
三
年
）
で
詳
述
し
た
。

（
14
）　『
元
和
郡
縣
圖
志
』
卷
二
八
「
江
州
」
に
よ
れ
ば
、
唐
代
に
お
け
る
鄂
州―

江
州

閒
の
主
要
交
通
路
の
距
離
は
、
五
九
三
里
、
約
三
三
二
㎞
。
長
安―

江
州
閒
の
距
離

は
、
二
七
六
〇
里
、
一
五
四
五
㎞
。
ち
な
み
に
、
天
寶
九
年
（
七
五
〇
）
に
潯
陽
の

龍
泉
寺
を
訪
れ
た
鑑
眞
和
尙
（
大
和
上
）
は
、
九
江
驛
か
ら
潤
州
江
寧
縣
（
南
京

市
）
ま
で
、
長
江
を
七
日
閒
で
下
っ
て
い
る
。

中
進
編
『
寶
曆
十
二
年
原
本
　唐

大
和
上
東
征
傳
』（
和
泉
書
院
影
印
叢
刊
一
二
第
一
朞
、
一
九
七
九
年
）
に
「（
江
州

の
）
太
守
親
し
く
潯
陽
縣
よ
り
九
江
驛
に
至
る
。
大
和
尙
、
舟
に
乘
り
、
太
守
と
別

れ
去
る
。
此
れ
よ
り
七
日

0

0

、
潤
州
江
寧
縣
に
至
り
、
…
…
（
太
守
親
從
潯
陽
縣
至
九

江
驛
。
大
和
尙
乘
舟
、
與
太
守
別
去
。
從
此
七
日
、
至
潤
州
江
寧
縣
、
…
…
）」
と

あ
る
。
鄂
州―

江
州
閒
は
、
江
州―

潤
州
閒
よ
り
も
短
距
離
（
三
分
の
二
程
度
か
）

な
の
で
、
通
常
で
あ
れ
ば
四
、
五
日
程
度
で
下
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
白
居
易

の
左
遷
行
は
急
ぎ
の
旅
で
は
な
く
、
實
際
に
は
さ
ら
に
多
く
の
日
數
を
費
や
し
た
で

あ
ろ
う
。
重
罪
犯
の
場
合
は
日
に
十
驛
（
三
百
里
）
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
（『
唐

會
要
』
卷
四
一
）、
白
居
易
の
場
合
は
、
長
安
を
離
れ
た
直
後
で
も
日
に
一
驛
（
三

十
里
）
し
か
進
ん
で
お
ら
ず
（「
初
出

田
路
作
」0490

）、
先
を
急
ぐ
旅
で
は
な
か

っ
た
。
李
德
輝
『
唐
代
交
通
與
文
學
』（
湖
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
第
四

を
參
照
。

（
15
）　
謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
㊟
』
の
當

詩
「
獨
樹
浦
」
補
㊟
に
も
「
其
の
地
は
潯

陽
に
近
く
し
て
江
北
に
在
り
（
其
地
近
潯
陽
而
在
江
北
）」
と
あ
る
。

（
16
）　
現
代
の
地
名
で
は
、
江
西
省
九
江
市
に
近
い
、
湖
北
省
黃
石
市
東
郊
も
し
く
は
武

穴
市
南
郊
の
長
江
沿
岸
も
し
く
は
船
上
に
お
い
て
、
と
な
ろ
う
。

（
17
）　
例
え
ば
、

房

樹
『
白
樂
天
』（
淸
水
書
院
、
一
九
九
〇
年
）「（
四
）
思
想
の

位
相
」
を
參
照
。

（
18
）　
例
え
ば
、
廬
山

堂
に
つ
い
て
、
元
和
十
二
年
の
「
祭
匡
山
文
」1451

で
は
「
遺

愛
寺
の
側
、
既
に

堂
を
置
き
、
其
の
中
に
居
て
、
參
禪
養
素
せ
ん
と
欲
す
（
遺
愛

寺
側
、
既
置

堂
、
欲
居
其
中
、
參
禪
養
素
）」
と
い
い
、
同
年
の
「
祭
廬
山
文
」

1452

で
は
「
唯
に
水
石
を
躭
玩
し
、
以
て
野
性
を
樂
し
む
の
み
な
ら
ず
、
亦
た
煩

惱
を
擺
去
し
、
漸
く
空
門
に
歸
せ
ん
と
欲
す
（
不
唯
躭
玩
水
石
、
以
樂
野
性
、
亦
擺

去
煩
惱
、
漸
歸
空
門
）」
と
い
う
。
ま
た
「
廬
山

堂
、
夜
雨
獨
宿
、
寄
牛
二
・
李

七
・
庾
三
十
二
員
外
」1079

で
も
「
唯
だ
無
生
三
昧
の

㊒
り
、
榮
枯
は
一
照
に

し
て
兩
つ
な
が
ら
空
と
成
る
（
唯
㊒
無
生
三
昧

、
榮
枯
一
照
兩
成
空
）」
と
述
べ

て
お
り
、
廬
山

堂
は
佛
衟
修
養
の
場
で
も
あ
っ
た
。
他
に
も
江
州
左
遷
朞
に
は
、

僧
侶
と
の
交
流
や
寺
院
へ
の
參
詣
を
詠
じ
た
詩
が
多
い
。

（
19
）　「
琵
琶
行
」
を
長
慶
年
閒
（
八
二
一
～
二
四
）
の
作
と
見
る
近
時
の
論
考
に
、
靜

永
健
「
虛
構
の
中
の
『
琵
琶
行
』」（『
唐
詩
推
敲
』、
硏
文
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、

下
定
雅
弘
「
白
居
易
の
「
琵
琶
行
」―

名
作
を
成
立
さ
せ
た
四
つ
の
系
譜―

」『
白

居
易
硏
究
年
報
』（
十
三
號
、
二
〇
一
二
年
）
が
あ
る
。「
琵
琶
行
」
制
作
の

然
性

が
最
も
高
い
年
と
し
て
、
靜
永
氏
は
「
長
慶
四
年
」
を
、
下
定
氏
は
「
長
慶
元
年
」

を
比
定
し
て
い
る
。

（
20
）　
白
居
易
が
「
そ
れ
ま
で
の
慣
用
的
な
故
鄕

を
打
ち
破
」
り
從
來
の
傳
統
に
は
な

い
「
獨
自
の
思
索
」
を
打
ち
樹
て
た
こ
と
は
、
澤
崎
久
和
「
白
居
易
「
心
泰
身
寧
是

歸
處
、
故
鄕
何
獨
在
長
安
」
に
つ
い
て
」（『
白
居
易
詩
硏
究
』、
硏
文
出
版
、
二
〇

一
三
年
。
初
出
は
『
中
國
文
史
論
叢
』
八
、
二
〇
一
二
年
）
を
參
照
。
な
お
、
杜
甫

の
詩
に
も
「
狂
歌
　形
勝
に
遇
ふ
、
醉
ふ
を
得
れ
ば

0

0

0

0

0

0

0

ち
家
と

0

0

0

爲
す

0

0

（
狂
歌
遇
形
勝
、



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

六
二

得
醉

爲
家
）」（「

王
侍
御
宴
通
泉
東
山
野
亭
」『
杜
詩
詳
㊟
』
卷
十
一
）、「
此

の
身
醒
め
て
復
た
醉
ふ
、
興
に
乘
じ
て

0

0

0

0

0

0

ち
家
と
爲
す

0

0

0

0

0

（
此
身
醒
復
醉
、
乘
興

爲
家
）」（「
春
歸
」
同
卷
十
一
）
等
の
表
現
が
あ
る
。
何
れ
も
蜀
に
居
た
時
朞
の
作

で
あ
る
が
、「
醉
う
を
得
、
興
に
乘
じ
る
と
こ
ろ
が
家
（
故
鄕
）」
と
い
う
考
え
方
は
、

白
居
易
の
故
鄕

に
類
似
す
る
。
し
か
し
、
長
安
へ
の
歸
鄕
を
念
願
し
續
け
た
杜
甫

の
生
涯
の
中
に
、
兩
詩
を
置
い
て
考
え
た
場
合
、「

爲
家
」
と
い
う
考
え
は
、
表

層
的
一
時
的
な
慰
め
と

斷
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
廬
山

堂
か
ら
洛
陽
閑

居
へ
と
「
心
泰
く
身
寧
き
處
」
を
求
め
、
終
に
「
歸
鄕
」
を
果
た
し
た
白
居
易
の
場

合
と
は
、
本
質
を

に
す
る
と
見
た
い
。




